
競
争
の
帰
結

ハ
ブ
空
港
支
配
に
見
る
ア
メ
リ
カ
航
空
市
場
規
制
緩
和
の
一
断
面
口

　
　
　
目
　
　
　
次

一
　
は
じ
め
に
1
理
念
の
勝
利
？

二
　
規
制
緩
和
の
成
果
一
集
計
値
の
陥
穽

三
　
ス
ロ
ッ
ト
売
買
・
貸
借
の
自
由
化
と
そ
の
帰
結

　
三
i
一
　
ス
ロ
ッ
ト
売
買
・
貸
借
の
自
由
化

　
三
一
二
　
そ
の
帰
結
（
以
上
第
二
十
五
巻
第
四
号
）

四
ゲ
ー
ト
の
自
由
な
貸
借
と
そ
の
帰
結

　
四
1
一
　
貸
借
慣
行

　
四
－
二
　
そ
の
帰
結
（
以
上
第
二
十
六
巻
第
一
号
）

五
　
恩
恵
の
代
償
一
運
賃
の
上
昇
と
競
争
の
衰
退

　
五
一
一
　
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
の
上
昇

　
五
一
二
　
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
競
争
の
衰
退

六
　
お
わ
り
に
1
現
実
の
逆
説

（
以
上
本
号
）

福

井

秀

樹
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説訟百冊

表5－1集中化の進んだ15空港における実収運賃と集中化の進んでいない38空港にお

　　　　ける実収運賃との差（センF）（1985－89年）

年． 集中化の進んだ15空港に
　　おける実収運賃

集中化の進んでいない38空実収運賃の差
　港における実収運賃　　　　（％）

1985 16．3 13．8 18．1

1986 15．2 12．6 20．6

1987 16．4 13 26．2

1988 18．5 14．5 27．6
1989 21 16．7 25．7

平均 17．5 14．1 24．1

註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、或る大都市圏域内唯一の
空港であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されてい
るか、85パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港であ
るQ
註2：1989年のデータは第2四半期までのものである。
註3：運輸省0＆Dサーベイから作成。
出所：U．S．　General　Accounting　O伍ce，　A　irline　Competition　：Higher　Fares　and
Reduced　ComPetition　at　Concentrated　A　irports　（GAO／RCED－90－102）　（Washington，
D．C．：U．　S．　General　Accounting　Office，1990），　pp．36，48に基づき作成。

五
　
恩
恵
の
代
償
一
運
賃
の
上
昇
と
競
争
の
衰
退

　
五
－
一
　
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
の
上
昇

　
実
際
、
一
九
九
〇
年
の
会
計
検
査
院
報
告
に
よ
る
と
、
先
に
触
れ
た
六
空
港
中
五

空
港
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
ピ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ツ
バ
ー
グ
）
を
含
む
集
中
度
の
高
い
～
五
の
空
港
に
お
け
る
実
収
運
賃
（
イ
ー
ル
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
集
中
化
が
進
ん
で
い
な
い
よ
り
競
争
的
な
他
の
空
港
に
お
け
る
実
収
運
賃
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

べ
て
、
平
均
し
て
約
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
高
い
（
表
5
1
1
）
。
し
か
も
、
集
中
化
の

進
ん
だ
一
五
の
空
港
の
内
、
一
三
の
空
港
で
は
、
支
配
的
な
航
空
会
社
の
実
収
運
賃

が
、
同
空
港
で
運
行
し
て
い
る
他
の
航
空
会
社
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
。
三
つ
の

空
港
で
は
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
差
が
、
又
、
全
体
で
も
平
均
し
て
約
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
差
が
、
支
配
的
な
航
空
会
社
と
そ
れ
以
外
の
航
空
会
社
と
の
問
に
観
察
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

れ
る
の
で
あ
る
（
表
5
1
2
）
。
市
場
シ
ェ
ア
の
拡
大
が
、
支
配
的
航
空
会
社
の
運
賃

値
上
げ
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
会
計
検
査
院
と
は
多
少
異
な
る
分
析
方
法
を
取
っ
た
運
輸
調
査
委
員
会
は
、
集
中

化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
・
都
市
の
み
な
ら
ず
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
ハ
ブ
空
港
・

都
市
で
も
、
非
ハ
ブ
空
港
・
都
市
に
比
べ
て
、
実
収
運
賃
の
高
騰
が
確
認
さ
れ
る
事
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ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面競争の帰結

表5－2集中化の進んだ空港における支配的航空会社とそれ以外の航空会社との間の

　　　　実収運賃差（セント）（1998年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支配的航空それ以外の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社の実収航空会社の　　　　全航空会社
空港（支配的航空会社）　　　　　　　　運賃　　実収運賃　　差（％）の実収運賃
アトランタ（デルタ航空） 25－9 17．4 48．9 23．7

アトランタ（テキサス・エア） 21．6 17．4 24ユ 23．7

ナッシュヴィル（アメリカン航空） 21．3 19．7 8．1 20．3

シャーロット（USエア） 26．8 18．6 44．1 23－7

シンシナティ（デルタ航空） 22 18．5 18．9 20．5

デートン（USエア） 20．7 20．1 3 20．4

デンバー（テキサス・エア） 17．7 15．8 12 16．9

デンバー（ユナイテッド航空） 16．6 15．8 5．1 16．9

デトロイト（ノースウエスト航空） 16．4 12．9 27．1 14．3

グリーンズボロ．（USエア） 26．2 20．4 28．4 23．5

メンフィス（ノースウエスト航空） 23．3 23．5 一〇．9 23．4

ミネアポリス（ノースウエスト航空） 17．1 14．9 14．8 16．4

ピッツバーグ（USエア） 19．8 14．3 38．5 17．6

ローリーーダラム（アメリカン航空） 20．5 21．5 一4．7 21．3

ソルト・レイク・シティ（デルタ航空）　21．6 14．5 49 18．3

セントルイス（TWA） 19．4 15．9 22 18．1

シラキューズ（USエア） 21 13．9 51．1 16．2

全体 20 16 25 18．5

註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、光る大都市圏域内唯一の
空港であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されてい
るか、85パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港であ
る。

註2：1987年10月e■　USエアによるピードモント航空の買収が認められたため、　US
エアの搭乗客シェアと実収運賃にはピtuドモント航空のデータが含まれている。
註3＝集中化の進んでいない38の空港における1988年の実収運賃は、全体で、一旅客
マイル当たり14．5セントである。
註4：運輸省0＆Dサーベイから作成。
出所＝U．S．　General　Accounting　Office，．4　irline　Competition　：Higher　Faresαnd
Reduced　ComPetition　at　Concentrated　Ai7Ports　（GAOIRCED－90－102）　（Washington，
D．C．：U．S．　General　Accounting　Office，ユ990），　p．33に基づき作成。

を
指
摘
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
ハ
ブ
空

港
・
都
市
と
非
ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
の
実
収
運
賃

格
差
は
印
象
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
印
象
的

な
の
は
、
や
は
り
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
・

都
市
に
お
け
る
実
収
運
賃
の
高
さ
で
あ
る
。
空

港
・
都
市
別
分
類
に
よ
る
分
析
を
｝
瞥
し
た
だ
け

で
分
か
る
よ
う
に
、
飛
行
距
離
を
調
整
す
る
し
な

い
に
拘
わ
ら
ず
、
常
に
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ

空
港
・
都
市
の
運
賃
が
最
高
値
を
示
し
て
い
る
（
非

ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
の
差
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
約
二

七
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
一
七
～
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
）

．
（
表
5
1
3
）
。
観
光
客
が
多
い
（
従
っ
て
割
り
引

き
航
空
券
利
用
者
の
多
い
）
空
港
・
都
市
と
平
均

飛
行
距
離
が
千
マ
イ
ル
を
超
え
る
（
従
っ
て
平
均

実
収
運
賃
の
低
い
）
沿
岸
部
の
空
港
・
都
市
を
非

ハ
ブ
空
港
・
都
市
か
ら
除
い
て
平
均
実
収
運
賃
を

計
算
し
直
し
た
場
合
で
さ
え
、
集
中
化
の
進
ん
だ

5526巻2号



説払葭冊

表5－3　空港・都市類型別、平均旅客飛行距離別に見た平均実収運賃（セント）（1988年）

空港。都市類型

平均実平均旅
収運賃客飛行

平均旅客飛行距離（片道）（マイル）
800未満　800以上1000未満　1000以上

磐橿謄三具二葉潔弊壕認璽5葉
ル）　　イル）　数　マイル）数　マイル）数マイル）数

ハブ
集中化の進んだ 17．8　832　10　18．7 18．5 14．6

集中化の進んでいない16、3　839　5　18、1 15．2
合言十 17．3　835　15　18．5　6　17．1　7　14．6　2
非ハブ 14 915　45　16　14　13．6　17　12．3　14
非ハブ（観光都市と沿岸　　　　　　　　　　　　　　15．1　887　27都市を除く）＊

註1：運輸調査委員の定義する「集中化の進んだ」空港・都市とは、当該空港・都市を起
点とする乗客の50パーセント以上を一社が輸送しているか、同乗客の75パーセント以上
を二七で輸送している空港・都市である。
註2：乗客の40パーセント以上が接続便利用者であるような空港・都市をここでは「ハブ
空港・都市」と定義する。（アラスカとハワイの空港・都市は、その例外的な地理的条件
の故に、ここでの分析には含まれていない〉
註3：空欄は、NA、即ち、適用不可（not　applicable）を意味する。
註4＝＊印の欄は、ニュー・イングランド、フvリダ、ネバダ、ワシントン州の全ての都
市と、カリフォルニア、フィラデルフィア、トゥーソン、二＝一一’一ヨーク・シティを除いて
計算されている。これらの都市は、観光市場であるか、あるいは、平均距離が例外的に長
い（1000マイル以上）市場であるためであるa
註5；運輸省0＆Dサーベイから作成。
出所＝Transportation　Research　Board，　Winds　Of　Change’1）omestic　A　ir　Transport
Since　Deregulation　（Special　Report　230）　（Washington，　D．　C．：Transportation
Research　Board，1991），　pp．113，114，115に基づき作成。

ハ
ブ
空
港
と
の
問
に
は
、
依
然
と
し
て
約
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
も
の

差
が
見
ら
れ
る
（
表
5
－
3
）
。
検
討
期
間
を
延
長
し
て
み
て
も
、

趨
勢
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
九
八
七
年
の

半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
の
半
ば
に
か
け
て
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ

ブ
空
港
・
都
市
と
非
ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
の
平
均
実
収
運
賃
格
差

は
、
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
拡
大
し

　
　
　
　
　
（
6
）

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
は
、
会
計
検
査
院
と
同
じ
｝
九
九
〇
年
に
同
種
の
調

査
の
結
果
を
公
表
し
た
運
輸
省
も
、
一
つ
の
航
空
会
社
が
支
配
す

る
ハ
ブ
空
港
の
運
賃
は
、
同
程
度
の
距
離
と
密
度
を
持
つ
他
の
路

線
の
運
賃
に
比
べ
て
、
約
一
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
九
八
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

高
い
事
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
も
、
運
輸
省
の
追
跡
調
査
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
の
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
の
割
増
率
（
ハ
ブ
空

港
プ
レ
ミ
ア
ム
）
は
、
そ
の
後
、
低
下
す
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
上
昇

し
て
い
る
。
そ
れ
も
、
低
運
賃
会
社
の
参
入
が
再
び
活
発
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

一
九
九
四
年
か
ら
［
九
九
五
年
の
僅
か
｛
年
の
間
に
、
過
去
六
年

の
上
昇
率
（
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
匹
敵
す
る
二
・
四
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ン
ト
の
上
昇
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
5
1
4
）
。
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ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面（⇒競争の帰結

表5－4集中化の進んだハブ空港・都布における運賃割増率（％）（その他の空港・都市の

　　　　平均運賃との比較）（f988－95年）

ハブ空港・都市 1988 1994 1995　　　増減　（1988－95）

アトランタ 47．1 32．7 37．9 一9．2

シャーロット 33．6 31 51．3 17．7

シンシナティ 44．9 53．7 64．2 19．3

フーンノぐ一 一3．6 8．7 16．2 19．8

デトロイト 2．2 22．2 20．7 18．5

ヒューストン 9．9 5．5 9．2 一〇．7

メンフィス 32r9 35．5 35－9 3

ミネアポリス 23 42．3 40－8 17．8

ピッツバーグ 12．4 43．2 45．7 33．3

ソルト・レイク・シティ 21．1 一2 一11 一32．1

セントルイス 23．9 4．5 3 一20．9

全体 17 19．7 22．1 5．1

註1＝運輸省の定義する「集中化の進んだJハブ空港は、一一社が総搭乗客の75パーセント
以上を輸送している空港である。
註2＝1995年は第3四半期までである。
註3：1988年の当初の調査対象空港・都市は、ここに挙げられている空港・都市とは若干
異なっていた。具体的には、1988年の調査対象空港・都市は、上記空港・都市からアトラ
ンタ、デンバー、デトロイト、ヒューストンが除かれたものにデートンが加わるという構
成であった。上記表の1988年の運賃割増率が本文の数字と異なっているのは、ここでの計
算が19．　94一　5年を基準としてこれら11の空港を対象にやり直されているためである。

出所：U．S．　Department　of　Transportation，　The　Lo・w　Cost　Airline　Service　Revolu－
tion　（Washington，　D．　C．　：　U．　S．　Department　of　Transportation，　1996），　attachment　6

に基づき作成。

　
以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
会
計
検
査
院
の
追
跡
調
査
（
対
象
期

間
は
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
一
九
九
二
年
三
月
）
で
も
確
認
さ
れ

　
（
1
0
）

て
い
る
。
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
と
そ
う
で
な
い
空
港
と
の
間
の

実
収
運
賃
差
は
平
均
三
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
以
前
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

も
更
に
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
四
空
港
中
九
空

港
で
、
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
空
港
と
の
実
収
運
賃
差
が
広
が

っ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
最
も
差
の
大
き
い
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
空

港
の
利
用
者
は
、
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
空
港
の
利
用
者
よ
り

も
実
に
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
も
割
高
な
運
賃
を
支
払
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
計
算
と
な
る
（
表
5
－
5
）
。
又
、
市
場
シ
ェ
ア
の
拡
大
が
支
配

的
航
空
会
社
の
運
賃
値
上
げ
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
で
あ
ろ
う

事
も
、
再
び
確
認
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、
集
中
度
の
高
ま
っ
た
九

空
港
中
六
空
港
で
、
支
配
的
航
空
会
社
の
実
収
運
賃
と
そ
れ
以
外

の
航
空
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述5－5集中化の進んだハブ空港における実収運賃（セント）と集中化の進んでいない空

　　　　　港における平均実収運賃との差（％）（1988－92年）

集中化の進んでいない
空港における平均実収
運賃との差（％）

集中化の進んだ空港
における平均実収運
賃　（セント）

空港／年 1988 1992 1988 1992

シャー1コツト 63．4 71．4 23．7 28．1

アトランタ 63．4 69．2 23．7 27．7

U一リーーダラム 46．9 56．7 21．3 25．7

メンフィス 61．4 55．8 23．4 25．5

シンシナティ 41．4 54．4 20．5 25．3

ピッツバーグ 21．4 42．4 17．6 23．3

ナッシュヴィル 40 40．9 20．3 23．1

デートン 40．7 30．8 20．4 21．4

ミネアポリス 13．1 30．3 16．4 21．3

ソルト・レイク・シティ 26．2 22．7 18．3 20．1
アンノX“　一一 16．6 17．9 16．9 19．3

デトロイト 一1．4 15．2 14．3 18．9

セントノレイス 24．8 12．4 18．1 18．4

エノレ・ノぐソ 一10．7 14．6

全体 27．6 33．6 18．5 21．9

註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、論る大都市圏域内唯一の空港
であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されているか、85
パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港である。
註2＝集中化の進んでいない空港における平均実収運賃は1988年が14．5セント、1992年
は16，4セントである。
註3：実収運賃とその標本誤差については、下記GAO／RCED－93－171（1993），　appendix
IIを見よD
註3＝集中化の進んだ空港における1992年の平均実収運賃は、距離を調整すると、20，0セ
ントである。
註4：この表にはグリーンズボロとシラキューズは含まれていない。これらの空港は、
1988年には集中化現象が見られたが、1992年にはもはやそうではなかったからである。
又、1988年にはエル・パソは集中化の進んだ空港に数えられていなかった。
註5：運輸省0＆Dサーベイから作成。
出所：U．S．　General　Accounting　Office，！1配伽Comψetition　：Higher　Fa7’es　and
Reduced　ComPetition　Continue　at　Concentrated　A　i7Ports　（GAO／RCED－9e－102）　（Wa－
shington，　D．　C．：U．　S．　General　Accounting　Oflice，　1990），　pp．33，　36，　ldem，　A　irline

ConzPetition　：　Higher　Fares　and　Less　ComPetition　at　Concentrated　Ai7¢）orts　（GAOI
RCED－93－171）（Washington，　D．　C．二U．　S．　General　Accounting　O伍ce，1993），　p．7に
基づき作成。
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ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面日競争の帰結

表5－6集中化の進んだ空港における支配的航空会社とそれ以外の航空会社との間の実

　　　　収運賃差（％）（1988－92年）

支配的航空会社とそれ　支配的航空会社
以外の航空会社との問　　の搭乗客シェア
の実収運賃差（％）　　　　　（％）

空港（支配的航空会社） 1988　1992　増減　1988　1992　増減
アトランタ（デルタ航空）＊ 48．9　67．9　19 58 88 30

アトランタ（イースタン航空）＊ 24．1 36

シャーロット　（USエア）＊ 44．1　47 2．9　93 96 3

ピッツバーグ（USエア）＊ 38．5　42．8 4．3　87 90 3

ミネアポリス（ノースウエスト航空）＊　14．8　34．1 19．3　78 81 3

ソルト・レイク・シティ（デルタ航空）＊　49 28．6　一20．4　80 84 4

デトロイト（ノースウエスト航空）＊　27．1　27．1 o 59 73 14

デートン（USエア） 3 26．6　23．6　79 72　一7
ナッシュヴィル（アメリカン航空）＊ 8．1　18．8　10．7　62 77 15

セントルイス（TWA） 22 16．8　一5．2　82 75　一7
デンバー（ユナイテッド航空） 5．1　12．9 7－8　45 46 1

シンシナティ（デルタ航空）＊ 18．9　2．6　一16．3　78 88 10

デンバー（コンチネンタル航空） 12　一〇．5　一12．5　42 37　一5
ローリーーダラム（アメリカン航空）＊一4．7－3 1．7　69 82 13

メンフィス（ノースウエスト航空） 一〇．9　一3．7　一2．8　83 81　一2
註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、或る大都市圏域内唯一の空港
であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されているか、85
パーセント以上の乗客が二つの航空会議によって輸送されている空港である。
註2：デトmイト空港におけるノースウエスト航空の搭乗客シェアは、1985年から1989
年分問の他の期間には60パーセントを超えている。
註3：＊印は支配的航空会社が1988年から1992年の間に搭乗客シェアを増大させた空港
を示す。

註4；実収運賃、実収運賃の差（％）、そしてそれらの標本誤差については、下記GAO／
RCED－93－171（1993）．　appendix　IIIを見よ。

註5：イースタン航空は、■991年1月に運航を停止した。
註6：この表にはグリーンズボロとシラキューズは含まれていない。これらの空港は、
1988年には集中化現象が見られたが、1992年にはもはやそうではなかったからである。
又、エル・パソもこの表には含まれていない。1988年にはエル・パソに星団化現象が見ら
れなかったためである。
註7：運輸省O＆Dサーベイから作成。
出所：US．　General　Accounting　OMce，．4　irline　Competition　：Higher　1勉郷and
Reduced　ComPetition　at　Concentrated　A　i7Ports　（GAOIRCED－90－102）　（Washington，
D．C．：U．　S．　General　Accounting　O箭ce，1990）．　p．33，　Idem，　A　irline　Competition　：
Higher　Fares　and　Less　ComPetition　Continue　at　Concentrated　Ai7X）orts　（GAO／RCED
－93－171）（Washington，　D．　C．＝U．　S．　General　Accounting　Office，1993），　p．40に基づき
作成。
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表5－7参入障壁の高い田のハブ空港における運賃と他の同規模の空港における運賃と

　　　　の差（％）（1996、1998年）

他の同規模の空港における運賃との差（％）
参入障壁の高い空港 1996年 1998年 増減
シャーロツト 88 58 一30
シンシナティ 84 65 一19
デトτコイト 27 20 一7
ミネアポリス 45 49 4

ニユーアーク 24 20 一4
ピツツバーグ 72 83 11

オヘア 24 29 5

ラガー一アイア 35 50 15

ケネアイ 一4 4 8

ナショナノレ 46 55 9

註1：連邦航空局による空港の分類基準は以下の通り。大規模ハブ空港：空港所在都市
と統計上通例その大都市圏とされる周辺地域における搭乗客数の国内全搭乗客数に占め
る割合が1パーセント以上の空港。中規模ハブ空港：上記割合が025パーセント以上1
パーセント未満の空港。小規模ハブ空港＝上記割合が0．05パーセント以上0．25パーセン
ト未満の空港。非ハブ空港：上記割合が0．05パーセント未満の空港。
註2：運輸省0＆Dサーベイ、データ・べ一ス・プuダクツ提供データから作成。
出所：U．S．　General　Acceunting　OMce，　Airline■）eregulation　：　Barn’ers　to　Ent7y
Continue　to　Limit　Competition　in　Several　Kay　Domestic　Markets　（GAO／RCED－97－4）
（Washington，　D．　C．：U．　S．　General　Accounting　O箭ce，1996），　p．33，　ldem，　Airline
Deregulation　：　Changes　in　Ai7vfares．　Service　Qualily．　and　Barriers　to　Ent71y　〈GAOf
RCED－99－92）（Washington，　D．　C．：U．　S．　General　Accounting　Offlce，　1999），　p．21，

Appendix　IIに基づき作成。
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競争の帰結 ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面（⇒

表5－8集中化の進んだ空港から直通ないし一回着陸便サービスを受けている空港の数

　　　　（1985－92年）

空港／年 1985 1988 1992　増減（1985－92）
アトランタ 146 142 140 一6
シャーロット 84 89 119 35

シンシナティ 69 97 101 32

デートン 50 57 53 3

デンノx”一 149 14e 139 一10
デトロイト 104 114 110 6

メンフィス 88 97 88 o

ミネアポリス 116 125 132 16

ナッシュヴィル 57 77 104 47

ピッツバーグ 112 123 138 26

ローリーーダラム 48 79 88 40

ソルト・レイク・シ．ティ 79 94 81 2

セン．トルイス 133 125 121 一12
全体 1235 1359 1414 179

註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、回る大都市圏域内唯一の空港
であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されているか、85
パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港である。
註2：「直通便（nonstop　fiight）」は一度も着陸する事なく目的地に到達する便を指し、
「一回着便（one－stop　fiight）」は目的地に向かう途中、一回だけ着陸するが、乗換の必
要はない便を指す。
註3：この表にはグリーンズボロとシラキューズは含まれていない。これらの空港は、
1988年には集中化現象が見られたが、1992年にはもはやそうではなかったからである。
又、エル・パソもこの表には含まれていない。1988年にはエル・パソに集中化現象が見ら
れなかったためである。
註4：バック・アソシエーツ提供データから作成。

出所＝U．S．　General　AccQunting　OMce．　Airline　Competition　：Higher　Fares　and
Less　ComPetition　Continue　at　Concentrated　A　i7Ports　（GAO／RCED－93－171）　（Washin－
gton，　D．　C．；U．　S．　General　Accounting　Office，1993），　pp．16－7に基づき作成。

表5－9　空港・都市類型別に見た発便数と直通ないし一回着陸便利用率（198B年）

空港・都市類型 標本数

当該空港を起点と
する乗客1000人当
たりの発便数

当該空港を起点とす
る乗客の直通・一回
着陸便利用率（％）

ハブ空港・都市
集中化の進んだ 10 40－2 75

集中化の進んでいない 5 30－8 69

合計 15 37．1 73

非ハブ空港・都市
集中化の進んだ 8 23．3 52

集中化の進んでいない 37 19．8 62

合計 45 20．4 60

註1：運輸調査委員会の．定義する「集中化の進んだ」空港・都市とは、当該空港・都市を
起点とする乗客の50パーセント以上を一社が輸送しているか、同乗客の75パーセント以
上を三社で輸送している空港・都市である。
註．2：乗客の40パーセント以上が接続便利用者であるような空港・都市をここでは「ハブ
空港・都市」と定義する。（アラスカとハワイの空港・都市は、その例外的な地理的条件
の故に、ここでの分析には含まれていない。）
註3：「直通便（nonstop　fiight）」は一度も着陸する事なく目的地に到達する便を指し、
L回着陸便（one－stop　flight）」は目的地に向かう途中、一回だけ着陸するが、乗換の
必要はない便を指す。
註4：運輸省0＆Dサーベイ、RSPAフォーム41から作成。
出所：Transportation　Research　Board，　Winds　Of　Change：Domestic．4　ir　TranSport
Since　Deregulation　（Special　Report　230）　（Washington，　D．　C．：Transportation
Research　Board，1991），　p．116より抜粋。
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鵠
を
射
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
彼
ら
は

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
「
離
着
陸
の
費
用
は
固
定
費
用
で
あ
る
か
ら
、
実
収
運
賃
は
距
離
が
伸
び
る
に
従
っ
て
低
下
す
る
。
そ
れ
故
、
距
離
を
考
慮
に
入

　
　
れ
損
ね
る
と
、
ハ
ブ
空
港
を
利
用
す
る
便
の
実
収
運
賃
は
実
際
よ
り
も
高
く
感
じ
ら
れ
る
事
だ
ろ
う
。
片
端
な
い
し
両
端
が
ハ
ブ

　
　
空
港
で
あ
る
よ
う
な
路
線
は
、
そ
の
他
の
路
線
よ
り
も
、
平
均
距
離
が
短
い
た
め
で
あ
る
。
次
に
、
乗
客
は
乗
換
の
必
要
な
便
よ

　
　
り
も
直
通
便
を
好
む
た
め
、
乗
換
の
必
要
な
便
の
運
賃
は
直
通
便
の
そ
れ
に
比
べ
て
安
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
、
乗

　
　
換
を
考
慮
し
忘
れ
る
と
、
ハ
ブ
空
港
発
便
の
割
増
運
賃
を
過
大
評
価
す
る
事
に
な
る
。
直
通
便
の
多
く
が
ハ
ブ
空
港
を
起
点
と
し

　
　
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
更
に
、
割
引
運
賃
航
空
券
と
正
規
運
賃
航
空
券
と
の
構
成
比
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
賃

　
　
構
成
比
は
実
収
運
賃
の
比
較
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
で
あ
る
。
航
空
会
社
の
特
質
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
航
空
会
社
に

　
　
よ
っ
て
は
、
全
路
線
の
運
賃
が
高
い
た
め
に
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
も
高
い
（
例
え
ば
、
ア
ト
ラ
ン
タ
空
港
の
デ
ル
タ
航
空
）

　
　
と
い
う
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
に
、
常
顧
客
の
多
い
路
線
は
実
収
運
賃
が
よ
り
高
い
た
め
、
常
顧
客
優
待
制
度
（
F
F
P
）

　
　
の
特
典
を
利
用
し
て
無
料
で
搭
乗
し
て
い
る
乗
客
を
実
収
運
賃
の
計
算
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ブ
空
港
の
乗
客
は
相
当

　
　
部
分
が
常
顧
客
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
ら
を
分
析
か
ら
排
除
す
れ
ば
ハ
ブ
空
港
の
実
収
運
賃
は
非
ハ
ブ
空
港
の
そ
れ
に
比
し
て
不
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
に
高
く
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
」

要
す
る
に
、
よ
り
精
確
な
分
析
の
た
め
に
は
、
路
線
距
離
、
乗
換
回
数
、
運
賃
構
成
、
航
空
会
社
の
特
質
、
常
顧
客
優
待
制
度
（
F
F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

P
）
の
特
典
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
彼
ら
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
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図5－1二つの計算方法（会計検査院方式とモリソン＆ウィンストン方式）による集中化

　　　の進んだ15空港における実収運賃割増率（％）の比較（1978－93年）

会計検査院方式方式による計算

モリソン＆ウィンストン方式による計算

．、へ／マ㌔’レ∀へ儀・

％
4
5
　
4
0
　
3
5
　
3
0
　
2
5
　
2
0
　
1
5
　
1
0

「
り
　
　
0

一5

19781980ユ98219841986198819901992年
註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、出る大都市圏域内唯一の空港
であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会社によって輸送されているか、85
パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港である。
註2：モリソン＆ウィンストンが取った計算方法の詳細については、Morrison＆Win－
ston，　infra，　p．47（邦訳、46頁）を見よ。

出所＝Steven　A．　Morrison　and　Clifford　Winston，　The　Evolntion　of　the　Airline
■ndustry（Washington，　D．　C．：The　Brookings　Institution．1995），　p，48．（邦訳、郭賢
泰訳『規制緩和の経済効果　　アメリカ航空・陸上運輸産業の経験』（日本経済評論社、
1997年）、47頁。）

　
し
か
し
な
が
ら
、
会
計
検
査
院
等
の
分
析
は
不
適

切
と
断
ず
る
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
よ
り
緻
密
な
分
析
は
、
皮
肉
な
事
に
、
集

中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
割
増
運
賃
（
ハ

ブ
空
港
プ
レ
ミ
ア
ム
）
の
存
在
を
否
定
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
彼
ら
が
算
出
し
た
割
増
率

は
、
ピ
ー
ク
時
で
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
と
、
会
計

検
査
院
な
ど
の
指
摘
し
た
数
値
よ
り
も
小
さ
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
計
算
に
従
っ
た
場
合
で
さ
え
、

割
増
率
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
決
し
て
言
え
な
い

事
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
5
－
1
）
。
又
、

彼
ら
は
ハ
ブ
空
港
プ
レ
ミ
ア
ム
の
費
用
（
二
・
四
三

ド
ル
”
一
九
九
三
年
価
格
）
は
規
制
緩
和
に
よ
る
運

賃
低
下
か
ら
乗
客
が
得
た
便
益
の
推
定
額
（
一
二
四

億
ド
ル
u
一
九
九
三
年
価
格
）
を
遥
か
に
下
回
る
、

と
い
う
理
由
で
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
高
騰
問
題

を
一
蹴
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
適
切
で
は
な
い
。
実

際
、
彼
ら
の
言
う
「
一
二
四
億
ド
ル
」
は
、
ハ
ブ
空
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港
の
利
用
者
が
得
た
便
益
の
推
定
額
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
航
空
機
利
用
者
が
全
体
と
し
て
得
た
便
益
の
推
定
額
に
他
な
ら
な

い
。
そ
れ
故
、
彼
ら
の
計
算
が
仮
に
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
利
用
者
の
不
利
益
が
、
全
体
の
集
計
値
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

相
殺
さ
れ
る
事
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
註（
1
）
　
「
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
表
5
－
1
の
註
1
を
見
よ
。
会
計
検
査
院
が
「
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
」
を
定
義
す
る
際
、
域
内

　
　
「
唯
一
の
」
空
港
と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
複
数
空
港
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
港
の
集
中
度
が
高
か
っ
た
と
し
て
も
、
空
港
間

　
　
の
競
争
が
集
中
化
の
効
果
を
相
殺
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（
こ
の
事
は
、
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
〉
び
舜
ヨ
。
葱
自
卿
甲
。
≦
P
8
．
o
詫
（
四
－
二
の
註
2
3
）
導
薯
．
誌
『
－
。
。
．
）
。
従
っ
て
、
二
つ
以
上
の
空
港
を
抱
え
る
大
都
市
圏
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ

　
　
ィ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ボ
ル
チ
モ
ア
／
ワ
シ
ン
ト
ン
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ダ
ラ
ス
）
の
空
港
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ス

　
　
ロ
ッ
ト
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
空
港
、
ニ
ュ
ー
ヨ
～
ク
の
う
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
と
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
、
シ
カ
ゴ
の
オ
ヘ
ア
空

　
港
は
、
当
然
、
こ
こ
で
の
検
討
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
q
．
ω
。
O
魯
二
巴
＞
8
0
§
叶
ぎ
晦
○
塗
o
P
』
ミ
“
ミ
G
o
§
ミ
ミ
。
譜
㍉
寒
ミ
隷
蕊
恥
§
駄

　
肉
鴨
§
ら
ミ
O
o
§
ミ
職
§
ミ
O
§
ら
§
臨
ミ
琳
ミ
郎
臼
田
。
謎
（
O
跨
○
＼
菊
O
厨
∪
－
り
O
ム
露
X
芝
露
ぼ
薦
8
P
U
9
ρ
一
d
■
ω
．
O
魯
嘆
巴
＞
8
8
落
口
ひ
q
O
h
｛
8
ρ

　
　
お
㊤
O
）
、
b
P
＝
占
．
0
戸
H
山
Φ
B
b
愚
．
ら
欺
（
O
＞
O
＼
殉
0
国
U
－
8
山
亀
）
（
三
－
一
の
註
2
）
一
〇
」
。
。
’
検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
る
一
五
空
港
の
詳
細
に
つ
い

　
　
て
は
、
表
5
i
2
を
見
よ
。

（
2
）
　
会
計
検
査
院
は
三
八
の
空
港
を
選
ん
で
い
る
。
詳
細
は
以
下
を
見
よ
。
¢
．
G
∩
．
○
窪
9
巴
＞
o
o
o
蝿
耳
ぎ
α
q
O
臨
甑
o
ρ
愚
．
ら
鋒
（
○
諺
○
＼
刃
O
国
U
－
㊤
O
－
H
O
N
）
瑠

　
ロ
や
δ
為
．

（
3
）
　
し
か
も
、
会
計
検
査
院
に
よ
れ
ば
、
集
中
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
そ
の
差
は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
O
め
O
幽
ω
．
O
窪
霞
巴
諺
o
o
o
偉
勲
孤
客
○
窪
o
ρ
魯
．

　
　
q
舞
（
O
諺
○
＼
刃
O
国
∪
－
8
占
8
ア
℃
P
。
。
や
伊

（
4
）
　
d
．
G
o
．
O
Φ
昌
興
巴
諺
8
0
8
叶
ぎ
ひ
q
O
駿
o
ρ
愚
■
亀
貰
O
諺
O
＼
勾
O
国
U
－
O
O
－
一
〇
N
￥
o
．
認
．
こ
こ
で
計
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
運
賃
は
、
調
査
対
象
空
港

26巻2号　64



ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面日競争の帰結

　
　
発
便
の
も
の
の
み
で
あ
る
。
き
ミ
㌧
℃
．
一
S
各
空
港
に
お
け
る
市
場
シ
ェ
ア
や
実
収
運
賃
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
見
よ
。
き
ミ
こ
づ
℃
．
ω
切
－
ま
．

（
5
）
　
相
違
点
は
大
き
く
見
て
三
つ
あ
る
。
ま
ず
、
マ
イ
ア
ミ
や
フ
ォ
ー
ト
・
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
の
よ
う
に
五
〇
マ
イ
ル
以
内
の
距
離
に
位
置
し
て
い
る
都
市
、

　
　
あ
る
い
は
、
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
に
二
つ
以
上
の
空
港
を
持
つ
都
市
の
場
合
、
関
連
す
る
空
港
の
デ
ー
タ
を
足
し
合
わ
せ
て
一
つ
の
空
港
・

　
　
都
市
と
し
て
計
算
し
て
い
る
点
が
、
会
計
検
査
院
や
運
輸
省
の
調
査
と
は
異
な
る
。
続
い
て
、
市
場
の
集
中
度
に
関
す
る
定
義
も
異
な
っ
て
い
る
。
運
輸

　
　
調
査
委
員
会
は
、
或
る
空
港
・
都
市
に
お
け
る
総
搭
乗
客
シ
ェ
ア
で
は
な
く
、
そ
の
空
港
・
都
市
を
起
点
と
す
る
搭
乗
客
の
シ
ェ
ア
を
、
市
場
集
中
の
尺

　
　
度
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
】
社
な
ら
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
二
社
の
場
合
に
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
場

　
　
合
、
そ
の
空
港
・
都
市
は
集
中
化
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
最
後
に
、
ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
非
ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
の
区
別
を
、
そ
の
空
港
・
都
市
に

　
　
お
け
る
接
続
便
搭
乗
客
の
割
合
で
行
っ
て
い
る
点
も
異
な
る
。
運
輸
調
査
委
員
会
の
定
義
で
は
、
総
搭
乗
客
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
接
続
便
を
利
用

　
　
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
空
港
・
都
市
は
ハ
ブ
空
港
・
都
市
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
］
五
の
空
港
・
都
市
が
ハ
ブ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
」
○

　
　
の
空
港
・
都
市
（
ア
ト
ラ
ン
タ
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
デ
ー
ト
ン
、
デ
ン
バ
ー
、
メ
ン
フ
ィ
ス
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
ソ

　
　
ル
ト
・
レ
イ
ク
・
シ
テ
ィ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
）
が
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
・
都
市
と
定
義
さ
れ
、
残
る
五
の
空
港
・
都
市
（
シ
カ
ゴ
、
ダ
ラ
ス
、
デ
ト
ロ

　
　
イ
ト
、
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
、
ロ
ー
リ
ー
－
ダ
ラ
ム
）
が
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
空
港
・
都
市
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
集
中
化
の
進
ん
だ
一
〇
の
ハ
ブ
空

　
　
港
・
都
市
が
↓
九
八
八
年
の
国
内
二
点
間
（
○
俸
ウ
○
ロ
ひ
q
冒
卿
∪
Φ
ω
口
づ
讐
一
〇
巳
輸
送
に
占
め
る
割
合
は
］
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
つ
の
集
中
化
の
進
ん

　
　
で
い
な
い
ハ
ブ
空
港
・
都
市
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
空
港
・
都
市
と
の
比
較
対
象
と
さ
れ
た
集
中
化
の
進
ん
で
い
な
い
四
五
の
空
港
・

　
　
都
市
は
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
全
て
を
合
わ
せ
る
全
体
の
九
割
を
占
め
る
事
に
な
る
。
尚
、
会
計
検
査
院
と
運
輸
省
が
取
り
上
げ
た
空
港
は
、
二
、

　
　
三
の
空
港
を
除
い
て
全
て
、
こ
れ
ら
の
空
港
・
都
市
と
重
複
し
て
い
る
。
但
し
、
会
計
検
査
院
の
分
類
で
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ナ
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
、
ロ
ー

　
　
リ
ー
－
ダ
ラ
ム
も
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
と
さ
れ
て
い
る
。
↓
轟
コ
ω
O
o
詳
p
江
閉
門
Φ
ω
㊦
霞
。
ガ
b
d
o
母
ρ
愚
・
ら
鉢
（
三
一
↓
の
註
4
γ
署
」
O
㊤
山
P

（
6
）
　
↓
轟
昌
ω
℃
o
居
館
δ
p
勾
Φ
ω
o
貫
。
プ
b
σ
o
受
入
9
愚
．
職
野
O
戸
目
G
。
－
㎝
’
数
字
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
運
輸
調
査
委
員
会

　
　
が
↓
九
九
九
年
に
行
っ
た
追
跡
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
↓
轟
コ
ω
o
o
詳
舞
δ
p
菊
①
ω
Φ
9
。
同
。
げ
b
d
o
雪
裡
肉
ミ
§
§
駄
9
§
ミ
嚇
ご
謡
ミ
、
ぎ
黛
9

　
　
』
帖
ミ
§
鴨
N
§
翫
§
味
建
、
寡
簑
出
定
謡
職
§
◎
誌
ミ
ミ
職
題
（
ω
唱
Φ
島
回
需
Φ
O
o
具
N
㎝
㎝
…
℃
お
O
ロ
び
自
。
認
証
。
コ
O
o
℃
S
（
芝
9
。
ω
ぼ
づ
ひ
q
8
P
P
ρ
一
日
B
霧
℃
o
答
鋤
試
○
旨
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説払柵

　
　
菊
Φ
ω
Φ
費
。
げ
b
σ
o
費
F
お
り
婁
0
9
℃
8
「
N
や
。
。
．
そ
れ
に
よ
る
と
、
運
賃
上
位
七
五
路
線
の
内
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
を
起
着
点
と
す
る
路
線
は
五

　
　
四
に
上
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
運
賃
下
位
七
五
路
線
中
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
を
起
着
点
と
す
る
路
線
は
僅
か
八
で
あ
る
。
ト
ミ
鉢
．

（
7
）
　
運
輸
省
は
、
総
搭
乗
客
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
～
社
が
輸
送
し
て
い
る
市
場
と
総
搭
乗
客
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
二
社
が
輸
送
し
て
い
る

　
　
市
場
を
「
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
」
と
定
義
し
て
い
る
。
実
収
運
賃
の
比
較
は
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
を
起
点
と
す
る
乗
客
の
実
収
運
賃
と
、
距
離
や

　
密
度
が
同
程
度
の
他
の
市
場
全
体
の
平
均
実
収
運
賃
と
を
比
較
す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
で
コ
つ
の
航
空
会
社
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

　
　
る
ハ
ブ
空
港
」
と
さ
れ
た
の
は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
、
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
、
デ
ー
ト
ン
、
メ
ン
フ
ィ
ス
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
ソ
ル
ト
・
レ
イ

　
　
ク
・
シ
テ
ィ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
あ
り
、
全
て
、
会
計
検
査
院
が
取
り
上
げ
た
空
港
と
重
複
し
て
い
る
。
一
九
八
八
年
の
国
内
有
償
旅
客
マ
イ
ル
で
見
た

　
　
場
合
、
こ
れ
ら
の
空
港
市
場
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
q
■
ω
■
U
①
冨
頃
日
①
艮
o
h
↓
冨
昌
ω
o
o
詳
感
心
o
P
⑦
§
§
ミ
蓮
．
G
・
穿
神

　
き
§
鴨
。
§
O
o
§
ミ
ミ
。
謎
ミ
ミ
鳴
q
¢
b
o
§
翁
忌
ら
毎
㌣
N
§
恥
き
蹴
駐
蛛
這
、
、
識
量
轟
国
×
8
旨
ぞ
①
ω
仁
影
向
p
。
村
勢
（
ぐ
弔
p
。
ω
三
昌
α
q
8
P
U
＝
O
．
…
q
。
ω
．

　
∪
①
◎
鋤
は
B
Φ
艮
。
㌧
↓
努
努
唱
o
N
け
鋤
鉱
。
員
6
り
9
0
0
．
食
詰
．
○
州
4
冠
Φ
厳
噛
留
へ
越
ミ
藁
げ
録
き
ミ
鳴
亀
目
9
愚
鴨
ミ
ご
§
ミ
ミ
口
気
9
b
も
ミ
題
職
ら

　
国
母
N
§
Q
白
雲
帖
建
㌧
℃
適
亀
轟
く
巳
ロ
日
⑦
一
（
ぐ
面
白
ω
匡
ロ
ぴ
q
8
P
U
．
ρ
…
己
■
ω
．
∪
Φ
O
o
『
ロ
β
Φ
葺
。
｛
↓
轟
口
ω
℃
o
「
け
⇔
二
〇
P
お
㊤
O
ア
O
O
●
H
目
一
身

　
　
尚
、
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
本
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
廟
社
支
配
の
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
運
賃
割
増
率
は
、
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
一

　
　
九
八
八
年
）
で
あ
る
。
二
社
支
配
の
ハ
ブ
空
港
と
さ
れ
た
の
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
シ
カ
ゴ
、
ダ
ラ
ス
、
デ
ン
バ
ー
、
エ
ル
・
パ
ソ
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
ナ

　
　
ッ
シ
ュ
ヴ
ィ
ル
、
ロ
ー
り
一
－
ダ
ラ
ム
の
八
空
港
で
あ
る
。
奪
ミ
（
謹
6
§
塾
国
色
Φ
8
賦
く
①
ω
自
ヨ
日
”
蔓
ア
O
戸
♪
一
ω
．

（
8
）
　
低
運
賃
航
空
会
社
の
参
入
し
て
い
る
市
場
は
、
そ
の
路
線
の
利
用
客
が
全
搭
乗
客
数
に
占
め
る
割
合
を
見
る
と
、
一
九
八
八
年
に
は
約
一
五
パ
ー
セ
ン

　
　
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
二
年
越
は
約
二
恩
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
一
九
九
四
年
に
は
約
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に
な

　
　
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
僅
か
九
ヶ
月
後
に
は
約
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
q
．
ψ
∪
8
費
け
ヨ
①
艮
亀
↓
建
旨
ω
℃
o
「
＄
・

　
口
。
拝
寒
鳴
卜
。
ミ
6
0
無
》
蔑
、
§
鳴
的
鳴
虫
円
融
沁
ミ
ミ
ミ
ご
§
（
妻
器
ぼ
ロ
ゆ
Q
8
P
P
ρ
…
¢
．
ω
■
∪
8
伊
興
日
Φ
暮
o
h
↓
ヨ
冨
℃
o
詳
国
菖
o
P
お
㊤
①
）
汽
P
①
（
O
『
曽
叶

　
H
Y

（
9
）
d
■
Q
。
■
∪
8
費
§
①
臣
。
｛
↓
「
9
。
鵠
O
o
二
p
。
け
δ
P
§
ミ
．
（
δ
㊤
O
）
も
。
』
。
。
由
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ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面日競争の帰結

（
1
0
）
　
一
九
九
三
年
の
報
告
で
も
前
回
同
様
の
空
港
選
択
基
準
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
市
場
の
変
化
も
あ
り
、
選
択
さ
れ
た
空
港
は
前
回
の
そ
れ
と
若
干
異

　
　
な
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ズ
ボ
ロ
と
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
が
外
れ
、
新
た
に
エ
ル
・
パ
ソ
が
選
ば
れ
て
い
る
。
又
、
比
較
対
照
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
集
中
化

　
　
の
進
ん
で
い
な
い
空
港
の
数
も
、
三
八
か
ら
三
五
に
減
っ
て
い
る
。
詳
細
は
以
下
を
見
よ
。
q
。
Q
Q
．
O
Φ
づ
興
巴
＞
o
o
o
毒
昌
昌
∞
q
O
墜
o
ρ
郎
ミ
§
鳴
6
0
§
ミ
ー

　
　
職
§
、
爵
討
ミ
壽
§
§
織
寄
草
9
ミ
萄
§
§
O
§
§
ミ
ミ
9
ミ
§
咋
ミ
ミ
ト
§
。
謎
（
○
＞
O
＼
菊
○
国
甲
㊤
ω
山
§
（
薯
簿
ω
三
口
ぴ
q
8
員
P
O
∴
¢
．

　
　
ω
璽
O
魯
雲
巴
＞
o
o
o
q
葺
冒
ぴ
q
O
｛
h
8
コ
口
㊤
器
）
讐
O
P
G
。
。
。
－
り
（
＞
O
O
Φ
小
集
×
剛
U
■
尚
、
空
港
の
集
中
度
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
は
、
会
計
検
査
院
が
採
用
し

　
　
た
「
篭
る
空
港
に
お
け
る
総
搭
乗
客
の
シ
ェ
ア
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
或
る
空
港
を
起
点
と
す
る
搭
乗
客
の
シ
ェ
ア
」
の
方
が
適
切
だ
と
す
る
論
者
も

　
　
い
る
一
運
輸
調
査
委
員
会
が
そ
の
一
つ
　
　
よ
う
だ
が
、
こ
の
後
者
の
基
準
で
計
算
し
た
と
し
て
も
、
結
果
に
大
き
な
違
い
は
出
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　
き
ミ
」
薯
．
。
。
甲
ω
・

（
1
1
）
　
会
計
検
査
院
が
省
略
し
た
、
二
つ
以
上
の
空
港
を
抱
え
る
大
都
市
圏
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
の
運
賃
の
方
が
よ
り
高
い

　
　
事
に
変
わ
り
は
な
い
。
α
・
ω
■
O
①
ロ
興
p
⊃
一
》
o
o
o
＝
コ
ニ
コ
ひ
q
O
｛
咄
8
ρ
愚
．
9
銚
（
O
＞
○
＼
幻
O
国
∪
－
り
ω
山
謡
）
－
O
P
。
。
㎝
よ
（
↓
飴
巳
Φ
H
’
恥
）
．

バ
ー
2
）
　
d
昌
ω
。
の
①
p
o
二
一
諺
o
o
o
ζ
馨
ぎ
ぴ
q
O
｛
ゆ
o
ρ
愚
●
ミ
．
（
φ
》
○
＼
国
O
国
O
－
8
山
謡
￥
O
や
三
論
．
尚
、
一
四
空
港
中
、
唯
一
、
エ
ル
・
パ
ソ
は
、
集
中
化
の
進

　
　
ん
で
い
な
い
空
港
よ
り
も
実
収
運
賃
が
低
い
。
こ
れ
は
、
エ
ル
・
パ
ソ
を
支
配
す
る
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
が
、
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
・
シ
ス
テ

　
　
ム
で
全
国
展
開
す
る
の
で
は
な
く
む
し
ろ
利
益
の
上
が
り
や
す
い
特
定
路
線
で
の
頻
繁
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
特
化
し
、
低
運
賃
と
最
小
限
の
サ
ー
ビ
ス

　
　
（
8
囲
『
旨
ω
ω
Φ
頃
8
①
）
を
売
り
物
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
の
特
異
な
経
営
路
線
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
書
を
見
よ
。
〆
Φ
＜
冒

　
　
閃
目
Φ
ぴ
①
お
9
。
ロ
α
智
。
江
。
間
お
び
。
「
σ
q
噛
き
冴
、
、
⑦
o
ミ
鳶
ミ
塁
初
孫
“
ミ
§
題
、
G
§
建
沁
ミ
骨
八
尋
、
切
§
ミ
塁
出
職
§
富
田
お
。
謡
ミ
恥
ミ
聴
恥
G
・
（
乞
Φ
≦
網
。
時
”

　
　
b
σ
「
o
巴
≦
塁
b
u
o
o
評
ρ
一
㊤
Φ
O
）
．
（
邦
訳
、
小
幡
照
雄
訳
『
破
天
荒
！
　
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
一
驚
愕
の
経
営
』
（
日
経
B
P
社
、
一
九
九
七
年
）
。
）
O
炉

　
　
日
「
鋤
器
O
o
昌
鋤
二
〇
ロ
菊
Φ
ω
Φ
碧
。
ケ
し
d
o
霞
9
魯
．
ら
葺
ρ
0
8
）
闇
O
げ
ロ
ユ
℃
け
㊤
ど
O
b
．
辰
－
刈
．

（
1
3
）
　
q
ω
．
O
雪
目
巴
＞
8
0
賃
醇
貯
Φ
q
O
h
鵠
o
ρ
愚
誌
蹄
（
O
》
○
＼
圃
O
国
U
I
鴇
山
岡
）
堕
O
O
」
卜
。
ム
．
O
届
き
ミ
‘
戸
お
（
》
ロ
O
Φ
昌
α
騨
H
【
ご
■

（
1
4
）
　
α
．
ω
。
O
①
コ
Φ
「
巴
　
＞
o
O
O
＝
昌
叶
冒
ゆ
q
　
O
h
b
o
ρ
息
■
q
鋒
（
○
》
O
＼
幻
O
国
U
l
Φ
刈
－
心
）
（
三
－
↓
の
註
2
）
℃
薯
』
O
山
響
し
。
。
。
（
日
幽
晦
①
目
H
．
ご
”
包
Φ
β
§
■
ミ
．

　
　
（
O
＞
O
＼
”
○
国
U
む
O
為
¢
）
（
二
の
註
4
）
”
O
写
①
〒
も
。
（
＞
b
O
①
ロ
島
×
一
H
）
．
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説訟fima

（
／
5
）
　
d
■
Q
D
．
O
魯
霞
巴
＞
8
0
§
瓢
昌
ゆ
q
O
塗
o
ρ
愚
誌
葺
（
の
＞
O
＼
幻
O
国
∪
ら
刈
ム
）
、
薯
』
O
距
ω
も
。
（
↓
筈
δ
日
．
ご
」
匹
Φ
β
号
鼠
跳
（
O
＞
○
＼
刃
O
国
∪
也
早

　
　
お
）
】
O
℃
．
①
O
－
ω
（
諺
薯
窪
2
×
一
d
．
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
用
ス
ロ
ッ
ト
で
も
集
中
化
が
進
ん
で
い
る
オ
ヘ
ア
空
港
の
場
合
、
一
見
し
た
所
、
当
空
港
と
小
都
市
と

　
　
を
結
ぶ
便
の
実
収
運
賃
は
、
他
の
ハ
ブ
空
港
と
小
都
市
と
を
結
ぶ
便
の
実
収
運
賃
に
比
べ
る
と
、
決
し
て
高
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ヘ
ア
空
港

　
　
と
小
都
市
と
を
結
ぶ
距
離
は
、
他
の
ハ
ブ
空
港
と
小
都
市
と
を
結
ぶ
距
離
に
比
べ
て
、
幾
分
長
い
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
こ
の
距
離
の
違
い

　
　
を
調
整
す
る
と
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
路
線
で
も
寡
占
傾
向
が
運
賃
上
昇
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
事
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
¢
．
ω
．
○
窪
9
巴
里
o
o
o
ロ
づ
口
昌
ゆ
q

　
　
O
窪
o
ρ
卜
帖
愚
。
註
9
§
ミ
ミ
。
§
、
穿
切
§
職
ミ
冨
蔑
隷
遷
蹄
Q
⑦
む
冴
ミ
O
、
建
塞
き
紺
ミ
ミ
篤
§
ミ
ト
一
二
。
ミ
（
○
〉
○
＼
園
O
国
U
－
㊤
や
に
。
。
閃
ω
）
（
妻
四
ω
旺
5
・

　
　
ぴ
q
8
芦
∪
．
0
∴
q
Q
Q
．
○
Φ
器
轟
一
》
8
0
¢
艮
貯
O
q
O
蔑
M
6
P
一
〇
〇
心
）
”
℃
．
＝
（
日
鋤
旺
Φ
Q
。
．
じ
．

　
　
　
尚
、
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
れ
ば
、
路
線
の
一
端
が
ス
ロ
ッ
ト
規
制
の
敷
か
れ
て
い
る
空
港
で
あ
る
場
合
、
そ
の
路
線
に
お
け
る
運
賃

　
　
は
他
の
路
線
よ
り
も
約
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
る
（
平
均
六
一
三
五
ド
ル
の
片
道
運
賃
の
場
合
、
五
ド
ル
前
後
高
く
な
る
）
。

　
　
〉
σ
翌
日
〇
三
け
N
俸
じ
U
巳
≦
P
o
O
．
∩
一
雨
↓
O
℃
■
島
①
－
N
会
計
検
査
院
も
同
様
の
結
論
を
得
て
い
る
。
会
計
検
査
院
が
開
発
し
た
計
量
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、

　
　
ス
ロ
ッ
ト
規
制
は
運
賃
を
平
均
し
て
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
〇
〇
〇
マ
イ
ル
以
下
の
短
距
離
に
限
る
と
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
ば
か
り
押
し
上
げ
る
計
算
に
な

　
　
る
と
の
事
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
会
計
検
査
院
に
よ
れ
ば
、
更
に
、
「
多
数
派
優
遇
条
項
（
冨
a
O
「
諄
く
－
冒
山
耳
①
お
ω
叶
Ω
鍵
ω
Φ
）
」
は
、
そ
れ
を
結
ん
で

　
　
い
る
空
港
を
含
む
路
線
の
運
賃
を
平
均
し
て
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
計
算
で
は
約
「
パ
ー
セ
ン
ト
）
押
し
上
げ
、
コ
ー
ド

　
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
関
連
す
る
路
線
の
運
賃
を
平
均
し
て
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
押
し
上
げ
る
（
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
計
算
で
は
不
明
）
。
又
、

　
　
搭
乗
客
シ
ェ
ア
も
運
賃
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
例
え
ば
或
る
会
社
の
搭
乗
客
シ
ェ
ア
が
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
る
と
、
運
賃
も
平
均
し

　
　
て
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
但
し
、
上
位
三
社
は
他
の
会
社
よ
り
も
搭
乗
客
シ
ェ
ア
を
運
賃
の
上
昇
に
結
び
付
け
や
す
い
た
め
、
そ
の
数
字
は
平
均
一
五
パ
ー
セ

　
　
ン
ト
V
上
昇
す
る
（
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
の
計
算
で
は
、
「
路
線
」
シ
ェ
ア
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
る
と
運
賃
が
約
一
．
六
パ
ー
セ
ン

　
　
ト
上
昇
す
る
）
。
こ
の
他
に
も
、
最
低
コ
ス
ト
航
空
会
社
の
運
営
費
や
空
港
の
混
雑
も
運
賃
上
昇
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
結
論
を
会
計
検
査
院
は
得
て

　
　
い
る
（
ア
ブ
ラ
モ
ウ
ィ
ッ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ン
も
同
様
）
。
例
え
ば
、
論
る
路
線
に
お
け
る
最
低
コ
ス
ト
航
空
会
社
の
運
営
費
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
す
る

　
　
と
、
同
路
線
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
全
て
の
会
社
で
平
均
し
て
三
パ
ー
セ
ン
ト
運
賃
が
上
昇
し
、
空
港
の
混
雑
が
他
よ
り
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
高
け
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れ
ば
、
そ
の
空
港
を
含
む
路
線
の
運
賃
は
平
均
し
て
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
高
く
な
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
d
．
Q
D
．
O
Φ
口
罵
言
　
＞
o
o
o
巨
け
冒
ひ
Q
　
O
建
o
ρ

　
謡
ミ
§
鳴
9
§
ミ
ミ
ミ
㌦
寒
ら
尉
ミ
ト
ミ
§
鳴
ミ
貸
蕃
ミ
O
§
ミ
ミ
ミ
職
§
§
織
穿
憶
篭
彫
琢
き
蜜
妹
藁
三
三
帖
魯
鳶
恥
6
諺
○
＼
菊
O
国
O
占
目
『
δ
じ

　
　
（
零
節
ω
臣
遇
け
o
P
U
．
ρ
…
q
ω
．
O
魯
Φ
冨
H
諺
8
0
§
鼠
＝
ゆ
q
O
墜
o
ρ
H
①
曾
Y
層
℃
．
？
メ
〉
耳
9
。
旨
〇
三
爵
簿
b
u
8
甫
P
o
戸
9
け
G
℃
℃
」
卜
。
①
高
．

（
1
6
）
　
本
文
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
市
場
支
配
力
の
源
泉
を
、
ス
ロ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ト
の
支
配
の
み
に
求
め
る
事
は
出
来
な
い
。
そ
の
源
泉
と
し
て
は
、
他
に

　
　
も
C
R
S
の
保
有
、
空
港
へ
の
投
資
、
サ
ー
ビ
ス
そ
れ
自
体
の
違
い
、
規
模
の
魅
力
、
等
々
、
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と

　
　
ケ
シ
デ
ス
に
よ
れ
ば
、
ス
ロ
ッ
ト
／
ゲ
ー
ト
の
支
配
や
C
R
S
の
保
有
は
、
市
場
支
配
力
を
補
強
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
源
泉
は
む
し
ろ
後
三
者
と

　
　
推
測
さ
れ
る
と
い
う
事
に
な
る
。
芝
竃
貯
ヨ
Z
．
国
く
9
う
ω
餌
5
α
ざ
◎
昌
筏
ω
Z
‘
閑
婁
乙
窃
Ψ
．
ド
o
o
三
三
Φ
位
］
≦
賃
オ
騨
℃
o
甫
㊤
凶
づ
9
Φ
¢
．
ω
．
｝
三
ヨ
Φ

　
　
冒
費
ω
け
曙
㌔
沁
鳴
ミ
§
ミ
騨
◎
誌
。
ミ
§
§
鉱
⑦
ミ
誹
§
易
く
。
卜
¶
ρ
Z
o
」
（
一
8
ω
ア
弓
P
日
ら
－
朝
．
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ヴ
ァ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
ハ
ブ
空

　
　
港
を
支
配
す
る
航
空
会
社
の
市
場
支
配
力
は
「
情
報
の
経
済
学
」
で
説
明
で
き
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
市
場
支
配
力
の
多
く
は
「
ブ
ラ
ン
ド
・
ネ
ー
ム
」
に

　
　
由
来
す
る
、
と
レ
ヴ
ァ
イ
ン
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
い
①
≦
⇒
ρ
o
℃
．
o
ド
（
四
一
二
の
註
1
5
γ
O
P
お
O
－
b
。
．

（
1
7
）
　
市
場
の
集
中
化
が
ど
の
程
度
、
運
賃
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
か
を
測
定
す
る
の
は
、
そ
の
計
算
の
極
端
な
複
雑
さ
故
に
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
仮
に
そ

　
　
れ
が
計
算
さ
れ
た
と
し
て
も
常
に
異
論
の
余
地
が
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
輸
調
査
委
員
会
も
認
め
る
よ
う
に
、
集
中
化
に
よ
る
競
争
の
低
下
が
支
配

　
　
的
航
空
会
社
に
一
定
程
度
の
市
場
支
配
力
を
付
与
し
得
る
事
、
そ
し
て
、
そ
の
市
場
支
配
力
が
運
賃
上
昇
の
一
因
に
な
り
得
る
事
は
、
や
は
り
否
定
で
ぎ

　
　
な
い
だ
ろ
う
。
↓
鑓
房
℃
。
昇
9
。
口
8
菊
Φ
ω
①
費
6
ゴ
じ
U
o
費
鼻
脂
．
ミ
．
（
お
㊤
昌
℃
o
・
目
移
b
。
。
。
ρ
こ
の
事
は
、
会
計
検
査
院
や
運
輸
省
と
い
っ
た
政
府
機
関
の

　
　
み
な
ら
ず
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
発
便
数
シ
ェ
ア
と
運
賃
と
が
正
の
関
係
に
あ
る
事
を
確
認
し
た
ベ
イ
リ
ー
ら
の
研
究
が
そ
の

　
　
一
例
で
あ
る
。
b
J
巴
δ
ざ
φ
『
餌
冨
ヨ
俸
賄
鋤
且
き
、
愚
■
ミ
’
（
一
の
註
1
2
）
w
O
P
H
＄
鳥
日
．
こ
の
他
に
も
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
関
し
て
は
、
一
九
八
六
年

　
　
の
T
W
A
と
オ
ザ
ー
ク
航
空
の
合
併
後
、
一
年
間
に
、
平
均
運
賃
が
約
一
＝
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し
た
事
を
、
ハ
ス
ト
ン
と
バ
ト
ラ
ー
が
確
認
し
て
い
る
（
比

　
　
較
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
運
賃
は
、
ス
ポ
ー
ク
都
市
発
の
ハ
ブ
空
港
着
片
道
便
の
運
賃
と
ハ
ブ
空
港
経
由
便
の
運
賃
で
あ
る
）
。
旨
。
ぎ
閏
．
国
⊆
ω
8
コ
き
α

　
　
幻
討
び
鋤
「
α
く
■
b
d
二
こ
Φ
「
．
．
↓
げ
①
門
口
①
o
房
。
御
印
。
『
鷲
①
ω
ω
口
＝
σ
の
。
コ
諺
マ
嵩
昌
①
呵
鋤
H
①
ω
鋤
冨
α
ω
Φ
「
＜
一
〇
Φ
”
↓
げ
①
国
三
二
団
菊
。
ε
「
p
ω
㌦
．
卜
禽
蹄
職
畠
蟄
醤
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

　
　
ぎ
誌
愚
。
§
§
謡
肉
鴨
ミ
§
一
く
o
H
』
野
Z
ρ
ω
（
一
㊤
。
。
G
。
）
樋
署
．
卜
。
一
〇
歯
（
6
節
σ
δ
朝
y
又
、
ド
レ
ス
ナ
ー
と
ウ
ィ
ン
ド
ル
の
よ
り
広
範
な
分
析
に
よ
れ
ば
、
全
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米
の
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
に
お
け
る
運
賃
割
増
額
は
最
大
で
四
重
五
七
〇
〇
万
ド
ル
（
一
九
八
七
年
価
格
）
に
上
る
（
彼
ら
は
、
分
析
対
象
空
港
発
着

　
　
の
直
行
往
復
便
の
運
賃
を
計
算
し
て
い
る
）
。
ζ
母
江
昌
∪
冨
ω
⇒
巽
p
ロ
α
国
。
σ
Φ
「
け
芝
身
包
ρ
、
、
≧
壱
。
昏
U
o
昌
惹
ロ
。
①
餌
巳
団
一
Φ
置
ω
ぎ
9
①
¢
．
ω
’

　
　
》
三
ぎ
①
ぎ
α
ロ
ω
貢
ざ
．
、
卜
轟
帖
娩
職
鈎
自
§
風
ぎ
§
愚
◎
§
載
。
§
沁
鳴
ミ
鴨
ミ
】
＜
o
ド
N
Q
。
」
Z
o
．
心
（
H
㊤
O
b
。
）
】
ロ
O
■
ω
N
P
ω
N
刈
．
こ
の
他
に
も
、
ボ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

　
　
一
九
八
九
年
の
研
究
で
、
量
る
空
港
で
渡
る
航
空
会
社
の
路
線
シ
ェ
ア
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
す
る
と
そ
の
航
空
会
社
の
運
賃
は
○
・
〇
三
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
か
ら
○
・
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
す
る
事
、
又
、
或
る
路
線
の
両
端
空
港
で
そ
れ
ら
の
空
港
を
起
点
と
す
る
旅
客
の
五
割
を
輸
送
す
る
航
空
会
社
が
あ
る

　
　
と
し
た
ら
、
そ
の
航
空
会
社
の
運
賃
は
、
そ
れ
ら
の
空
港
で
シ
ェ
ア
の
小
さ
い
航
空
会
社
と
比
べ
て
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
高
く
な
る
事
を
指
摘
し
て

　
　
い
る
（
オ
ン
ラ
イ
ン
便
、
即
ち
、
複
数
の
航
空
会
社
に
ま
た
が
る
事
の
な
い
便
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
ク
ラ
ス
の
平
均
片
道
運
賃
－
往
復
便
は
運
賃
を
二
等

　
　
旨
し
て
二
つ
の
片
道
運
賃
と
見
な
す
一
を
用
い
て
計
算
し
て
い
る
）
。
ω
Φ
く
興
ぎ
b
d
o
掃
昌
ω
8
貫
．
、
団
口
げ
ω
§
。
置
戸
鼠
齢
げ
巨
費
Φ
曽
U
o
ヨ
言
鋤
昌
。
Φ
潜
b
匹

　
　
舘
。
時
簿
勺
。
笥
韓
貯
9
Φ
q
．
ω
．
》
三
貯
Φ
目
ロ
α
ロ
ω
腫
団
㌔
．
勘
黛
§
駄
冒
ミ
§
ミ
駄
騨
§
o
ミ
蹄
勲
く
。
ド
N
P
Z
ρ
ω
（
H
㊤
。
。
O
ド
や
b
．
ω
㎝
甲
。
。
．
こ
の
ボ
レ
ン
ス
タ

　
　
イ
ン
の
研
究
に
対
し
て
は
、
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と
ケ
シ
デ
ス
に
よ
る
批
判
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
ボ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
と
は
反
対
に
、
路
線
レ
ベ
ル
で
の
集
中
化
の

　
　
進
展
は
運
賃
の
上
昇
を
促
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
空
港
レ
ベ
ル
で
の
集
中
化
に
運
賃
押
上
効
果
が
あ
る
事

　
　
は
、
彼
ら
も
否
定
し
て
い
な
い
（
オ
ン
ラ
イ
ン
便
、
即
ち
、
複
数
の
航
空
会
社
に
ま
た
が
る
事
の
な
い
便
で
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
ク
ラ
ス
の
平
均
片
道
運
賃
1

　
一
往
復
便
は
運
賃
を
二
等
分
し
て
二
つ
の
片
道
運
賃
と
見
な
す
一
を
用
い
て
計
算
し
て
い
る
）
。
国
く
碧
ω
卸
閑
①
ω
ω
一
α
Φ
ρ
o
P
o
凶
け
こ
ロ
ウ
①
①
高
ω
．
少
な

　
　
く
と
も
、
疑
る
特
定
の
航
空
会
社
に
よ
る
空
港
支
配
が
そ
の
航
空
会
社
に
相
当
な
価
格
支
配
力
を
与
え
る
事
は
否
定
し
得
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
れ
ら
の

　
　
学
者
達
も
落
ち
着
く
結
論
な
の
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
直
通
便
（
5
0
づ
ω
8
0
壁
ひ
q
拝
）
は
、
一
度
も
着
陸
す
る
事
な
く
目
的
地
に
到
達
す
る
便
を
指
し
、
一
回
着
陸
便
（
o
昌
①
－
ω
8
b
曲
α
q
ゴ
ご
は
、
目
的
地
に
向
か

　
　
う
途
中
、
一
回
だ
け
着
陸
す
る
が
、
乗
換
の
必
要
は
な
い
便
を
指
す
。
q
ψ
○
Φ
ロ
曾
巴
》
o
o
o
ロ
づ
ロ
コ
ぴ
q
O
窪
o
ρ
魯
■
ミ
。
（
O
＞
O
＼
園
O
国
∪
－
ゆ
ω
山
譲
ど
ウ

　
　
一
α
■

（
1
9
）
　
例
え
ば
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
空
港
な
ど
は
、
二
社
以
上
が
競
合
す
る
路
線
を
三
つ
減
ら
し
て
は
い
る
も
の
の
、
独
占
路
線
が
三
三
も
増
え
て
い
る
事
を
考

　
　
え
る
と
、
消
費
者
の
選
択
肢
は
む
し
ろ
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
と
さ
え
言
え
よ
う
。
q
’
ψ
○
魯
Φ
値
開
諺
0
8
巷
愚
問
α
q
O
途
o
ρ
愚
■
亀
貰
O
》
O
＼
園
○
国
∪
－
り
ω
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占
㌍
ど
り
戸
一
㎝
－
メ
お
幽
P
　
O
め
き
ミ
こ
づ
や
下
歯
（
誇
づ
O
Φ
5
臼
区
H
＜
）
．
因
み
に
、
表
5
－
8
に
挙
げ
ら
れ
た
一
三
空
港
の
直
通
な
い
し
一
回
着
陸
便

　
　
数
は
、
」
九
七
八
年
五
月
の
段
階
で
は
合
計
＝
二
九
〇
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
五
月
現
在
、
そ
の
数
は
、
合
計
一
七
一
七
に
達
し
て
い
る
。
¢
■
ω
．

　
　
O
Φ
器
「
巴
＞
8
8
づ
二
轟
○
哺
一
〇
P
詠
ミ
§
鳴
b
馬
薩
ミ
ミ
職
§
、
O
譜
鳥
鑓
塁
§
匡
軌
魯
誌
P
G
Q
ミ
竃
融
O
ミ
黛
勘
§
§
織
き
ミ
博
虜
ざ
穿
、
這
（
Ω
》
○
＼

　
　
幻
O
国
U
－
㊤
り
－
露
）
（
芝
器
ぼ
旨
ひ
q
け
o
P
P
O
　
q
ω
．
O
魯
①
鑓
一
＞
8
0
二
耳
目
α
q
O
塗
o
P
一
㊤
Φ
O
）
”
》
O
℃
8
島
×
H
＜
．

．（

Q
0
）
　
円
轟
昌
ω
◎
o
『
8
砿
o
p
菊
Φ
。
。
①
鴛
。
げ
じ
d
o
碧
P
愚
．
ミ
・
（
一
り
㊤
ご
】
℃
O
」
嵩
－
メ
直
通
な
い
し
一
回
着
陸
便
サ
ー
ビ
ス
は
、
近
年
、
そ
の
新
設
の
動
き
に
鈍
化

　
　
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
一
九
七
八
年
の
規
制
緩
和
以
降
、
程
度
に
差
は
あ
れ
、
航
空
市
場
全
体
で
向
上
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
↓
錨
コ
ω
℃
o
冨
p
D
口
。
昌

　
　
幻
①
ω
①
霞
。
げ
b
u
o
輿
9
愚
．
q
鉢
（
H
㊤
㊤
㊤
ア
O
げ
餌
讐
興
ド
O
℃
」
甲
。
。
■
例
え
ば
、
会
計
検
査
院
が
一
七
一
の
空
港
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九

　
　
七
八
年
五
月
に
は
七
三
五
二
で
あ
っ
た
直
通
な
い
し
一
回
着
陸
便
の
数
は
、
一
九
九
八
年
五
月
に
は
八
二
〇
八
に
増
加
し
て
い
る
（
約
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
増
）
。
（
尤
も
、
小
・
中
都
市
の
空
港
で
は
直
通
便
、
」
回
着
陸
便
共
に
純
減
を
記
録
し
て
い
る
事
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
）
O
．
ψ
O
魯
霞
巴
諺
8
。
琶
鉱
コ
ぴ
q

　
　
O
塗
o
ρ
尽
■
ら
鉢
（
Ω
〉
○
＼
即
O
国
U
も
O
－
8
）
》
諺
b
冨
旨
9
×
一
く
。

　
　
　
又
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
ら
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
旅
客
需
要
の
大
半
が
集
中
す
る
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
の
時
間
帯
で
九
〇
分
以
内
に
直
通
ジ
ェ
ッ

　
　
ト
便
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
割
合
は
、
一
九
七
七
年
第
1
四
半
期
の
二
五
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
八
九
年
三
月
の
四
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大

　
　
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
の
間
、
九
〇
分
以
内
に
直
通
ジ
ェ
ッ
ト
便
を
利
用
で
き
る
時
間

　
　
帯
が
、
一
九
七
七
年
に
は
約
四
時
間
で
あ
っ
た
の
が
一
九
八
九
年
に
は
約
七
時
間
に
な
っ
た
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
　
　
尤
も
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
主
因
を
規
制
緩
和
に
求
め
る
事
は
出
来
な
い
。
何
故
な
ら
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
ら
も
認
め
る
よ
う
に
、
直
通
ジ
ェ
ッ
ト

　
　
便
サ
ー
ビ
ス
は
需
要
が
多
い
路
線
ほ
ど
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
従
っ
て
、
規
制
緩
和
後
の
同
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、
旅
客
需
要
の
自
然
増
加
に
よ
る
と
こ

　
　
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
事
実
、
規
制
の
持
続
に
よ
っ
て
旅
客
需
要
の
伸
び
は
実
際
の
四
分
の
三
に
止
ま
る
と
想
定
し
て
彼
ら
が
行
っ
た

　
　
計
算
は
、
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
直
通
ジ
ェ
ッ
ト
便
サ
ー
ビ
ス
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
向
上
が
推
測
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
得
て
い

　
　
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
規
制
緩
和
と
直
通
ジ
ェ
ッ
ト
便
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
る
の
は
、
ど
う
や
ら
、
前
者
は
後
者
の
向
上
を
阻
害
し
な

　
　
か
っ
た
、
と
い
う
程
度
の
事
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
》
旨
。
己
し
d
m
遷
曾
計
↓
o
＆
○
二
目
ぼ
ρ
匂
。
ω
ω
Φ
O
o
遺
草
ω
o
旨
曽
ロ
α
》
口
曾
①
ミ
℃
碧
ユ
。
『
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．
．
b
d
Φ
詳
興
↓
げ
m
ロ
豪
く
霞
…
Z
o
p
ω
8
0
色
け
ω
多
く
圃
8
ぎ
餌
昌
国
轟
o
h
＝
β
び
ω
①
冨
α
ω
O
o
犀
Φ
ρ
、
．
腔
ミ
謡
§
旧
号
鴨
§
§
山
勘
冬
紺
斜
＜
o
ピ
ω
G
。
曽
Z
g
b
。
（
H
8
b
。
）
－

　
　
O
O
．
α
O
I
ω
．

（
2
1
）
d
■
ω
．
の
Φ
器
同
巴
＞
8
。
§
賦
轟
○
臨
o
ρ
§
ミ
．
6
＞
○
売
O
国
U
む
ω
ム
き
も
℃
μ
甲
刈
し
甲
悼
ρ
Ω
ご
§
織
．
も
。
．
禽
獣
（
＞
o
o
の
巳
冥
．
H
＜
Y

　
　
日
8
昌
ω
℃
o
詳
讐
δ
コ
肉
①
ω
Φ
胃
。
『
切
。
碧
F
§
．
9
跳
（
H
塗
O
y
O
げ
餌
讐
2
卜
。
闇
℃
．
H
■
し
か
も
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
ダ
イ
ア
ー
、
ス
ピ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
後

　
　
者
の
一
回
乗
り
継
ぎ
便
の
運
賃
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
す
る
と
密
度
の
経
済
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
低
下
す
る
た
め
、
仮
に
合
併
な
ど
に
よ
り
空
港
レ

　
　
ベ
ル
で
集
中
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
便
の
利
用
者
は
費
用
を
被
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
便
益
を
享
受
す
る
事
に
な
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
こ
う
し

　
　
た
便
に
限
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
一
九
八
六
年
の
T
W
A
と
オ
ザ
ー
ク
航
空
と
の
合
併
も
同
年
の
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
と
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
航
空
と
の
合

　
　
併
も
、
共
に
、
（
そ
れ
ぞ
れ
セ
ン
ト
ル
イ
ス
空
港
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
空
港
に
お
け
る
）
運
賃
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
下
落
さ
せ
て

　
　
い
る
。
O
勢
智
昌
閑
．
u
d
謹
①
O
犀
コ
①
び
Z
一
〇
げ
O
訂
↓
■
U
蜜
Φ
憎
p
。
づ
α
勺
二
三
〇
↓
．
ω
O
崖
①
δ
眠
職
司
胃
Φ
U
簿
興
ヨ
ヨ
鉾
｛
O
づ
ぎ
〉
幽
「
鼠
づ
①
団
信
び
螂
コ
早
ω
℃
O
吋
の

　
　
Z
簿
譲
O
毎
銑
．
謁
賢
蕊
翫
誉
ミ
ミ
ミ
㍉
黛
騨
ミ
ミ
ミ
“
参
＜
O
ド
器
”
Z
o
．
ω
（
6
0
心
⊃
評
℃
賢
Q
。
O
O
－
ω
ら
。
Q
。
｝
①
ω
℃
．
｝
℃
℃
．
Q
。
卜
⊃
ら
。
－
押
ら
。
卜
。
Q
。
ゐ
H
．
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ

　
　
ス
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
関
し
て
は
、
一
九
八
六
年
の
T
W
A
／
オ
ザ
ー
ク
合
併
と
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
／
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
合
併
の
後
、
一
年
の
間
に
、
一
日

　
　
当
た
り
の
便
数
は
確
か
に
減
少
傾
向
を
見
せ
た
も
の
の
、
到
達
可
能
な
行
き
先
と
接
続
便
は
明
ら
か
に
増
え
た
事
が
、
ハ
ス
ト
ン
と
バ
ト
ラ
ー
の
研
究
で

　
　
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
口
⊆
ω
8
コ
俸
じ
d
葺
δ
お
8
．
o
詳
．
一
〇
P
卜
。
O
①
－
一
〇
（
↓
⇔
σ
δ
一
一
ρ
昏
跨
）
．
尤
も
、
一
九
八
八
年
以
降
を
見
る
と
、
直
通
な
い
し
一
回

　
　
着
陸
便
が
増
加
し
た
の
は
六
空
港
の
み
で
、
残
る
七
空
港
で
は
減
少
し
て
い
る
事
と
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
デ
ー
ト
ン
、
デ
ン
バ
ー
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
四
空
港

　
　
で
は
、
二
社
以
上
競
合
路
線
の
減
少
数
が
独
占
路
線
の
増
加
数
を
上
回
っ
て
い
る
事
、
そ
し
て
メ
ン
フ
ィ
ス
で
は
ど
ち
ら
の
路
線
も
減
少
し
て
い
る
事
が

　
　
少
々
気
懸
か
り
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
常
顧
客
優
待
制
度
と
は
、
飛
行
距
離
が
特
定
の
水
準
に
達
し
た
顧
客
に
無
料
航
空
券
を
始
め
と
す
る
様
々
な
報
酬
を
与
え
る
事
に
よ
っ
て
、
特
定
航
空

　
　
会
社
に
対
す
る
顧
客
の
忠
誠
心
の
向
上
を
図
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
で
あ
る
。

（
2
3
）
　
d
．
ω
．
O
窪
興
巴
＞
8
0
5
鼻
冒
ぴ
q
O
龍
一
∩
ρ
愚
．
竃
墜
（
○
〉
○
＼
国
O
国
U
－
O
下
e
｝
℃
戸
日
歯
｝
U
お
誓
目
口
芝
ヨ
臼
ρ
o
O
■
9
け
‘
b
．
ω
ω
切
”
じ
d
o
円
2
ω
け
鉱
P

　
　
8
「
。
一
け
．
一
〇
．
ω
①
悼
．
尚
、
ハ
ブ
空
港
は
、
こ
の
よ
う
に
消
費
者
の
利
便
性
を
高
め
、
そ
の
結
果
、
搭
乗
客
数
の
増
大
に
寄
与
し
て
い
る
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
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ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面日競争の帰結

　
　
る
が
、
こ
の
主
張
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
、
規
制
緩
和
後
】
○
年
間
の
旅
客
増
加
率
は
そ
れ
以
前
の
ど
の
↓
○
年
間
よ
り
も
低
い
、
と
い
う
現

　
　
実
は
、
搭
乗
客
数
増
大
の
理
由
を
ハ
ブ
空
港
の
み
に
求
め
る
事
が
出
来
な
い
事
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
∪
①
日
O
ω
曙
卿
O
o
Φ
貫
愚
■
o
鋒
（
一

　
　
の
註
1
4
と
℃
や
b
。
零
－
Φ
．
（
邦
訳
、
二
六
八
一
九
頁
。
）

（
2
4
＞
　
ζ
o
ヨ
ω
o
づ
餅
芝
ぎ
ω
8
P
魯
ト
帖
野
（
三
－
二
の
註
4
）
”
℃
や
ま
－
刈
．
（
邦
訳
、
四
五
－
六
頁
。
）

（
2
5
）
　
勿
論
、
会
計
検
査
院
や
運
輸
省
、
あ
る
い
は
運
輸
調
査
委
員
会
の
分
析
で
、
こ
れ
ら
の
点
が
全
て
見
落
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
運

　
　
輸
調
査
委
員
会
は
、
路
線
距
離
を
明
ら
か
に
意
識
的
に
調
整
し
た
結
果
、
上
記
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
又
、
会
計
検
査
院
の
］
九
九
二
年
の
報

　
　
告
は
、
モ
リ
ソ
ン
を
含
む
外
部
の
研
究
者
か
ら
の
批
判
を
部
分
的
に
受
け
入
れ
、
計
算
方
法
を
大
幅
に
修
正
し
た
上
で
、
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
実
収
運
賃

　
　
の
割
増
率
を
算
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
も
、
や
は
り
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
実
収
運
賃
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
空
港
に
お
け

　
　
る
実
収
運
賃
よ
り
も
高
い
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
、
距
離
調
整
を
行
っ
た
場
合
に
は
二
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
時
に
F
F
P
の
特
典
を
調

　
　
整
す
る
と
　
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
乗
換
回
数
を
考
慮
し
て
直
通
な
い
し
一
回
着
陸
便
の
実
収
運
賃
に
分
析
を
限
定
し
て
も
二
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

　
　
れ
ぞ
れ
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
に
お
け
る
実
収
運
賃
の
方
が
高
い
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
d
。
ω
．
○
Φ
器
茜
一
》
o
o
o
往
け
言
σ
q
　
O
窪
o
ρ
愚
．
ミ
噛

　
　
（
O
》
○
＼
幻
O
国
U
－
㊤
ω
山
隠
）
一
二
■
ρ
㊤
－
　
。
計
算
方
法
の
修
正
点
に
つ
い
て
は
以
下
を
見
よ
。
き
ミ
．
｝
O
P
器
－
国
と
は
い
え
、
以
上
の
よ
う
な
分
析
は
十

　
　
全
な
も
の
と
は
言
い
難
く
、
モ
リ
ソ
ン
ら
に
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
所
が
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
分
析
で
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
路
線
距
離

　
　
と
F
F
P
の
特
典
、
そ
し
て
乗
換
回
数
（
但
し
部
分
的
）
に
止
ま
り
、
航
空
会
社
の
特
質
や
運
賃
構
成
の
問
題
は
調
整
さ
れ
て
い
な
い
。
竃
。
霞
δ
o
昌
節

　
　
芝
ヨ
ω
け
o
P
愚
．
ミ
こ
℃
．
お
（
コ
0
8
匿
ソ
（
邦
訳
、
八
二
頁
。
）
　
確
か
に
こ
の
点
は
問
題
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
ζ
o
且
ω
8
節
白
冒
ω
8
戸
愚
【
ら
蹄
．
》
O
や
ミ
ー
P
（
邦
訳
、
四
六
一
七
頁
。
）
尚
、
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
空
港
支

　
　
配
の
進
展
は
運
賃
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
」
と
い
う
こ
こ
で
の
問
題
に
対
す
る
接
近
の
仕
方
は
、
学
者
と
会
計
検
査
院
を
始
め
と
す
る
政
策

　
　
ア
ナ
リ
ス
ト
と
の
間
に
少
々
違
い
が
あ
る
。
事
実
、
学
者
達
の
関
心
は
通
常
、
競
争
を
妨
げ
る
要
因
と
そ
の
影
響
力
を
理
解
す
る
事
に
あ
る
た
め
、
多
く

　
　
の
場
合
、
彼
ら
は
、
様
々
な
競
争
手
段
（
個
別
変
数
）
が
運
賃
に
及
ぼ
す
影
響
を
独
立
に
把
握
す
る
た
め
の
運
賃
方
程
式
の
開
発
と
そ
の
計
算
に
終
始
す

　
　
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
計
検
査
院
の
よ
う
な
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
の
場
合
、
関
心
は
、
集
中
化
の
進
ん
だ
磨
る
空
港
を
起
点
と
す
る
便
の
運
賃
が
他
の
空
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港
を
起
点
と
す
る
便
の
運
賃
に
比
べ
て
政
策
介
入
の
必
要
が
あ
る
ほ
ど
高
い
か
ど
う
か
、
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
調
査
の
目
的
は
、
個
別
変
数
が
運

賃
に
与
え
る
影
響
の
測
定
に
は
な
く
、
む
し
ろ
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
総
合
的
に
運
賃
に
及
ぼ
す
効
果
を
、
他
の
標
準
的

空
港
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
測
定
す
る
事
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
は
運
賃
方
程
式
は
不
要
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
か
ら
の
便
の

運
賃
を
他
の
標
準
的
空
港
か
ら
の
同
一
旅
行
に
か
か
る
運
賃
と
比
較
す
る
と
い
う
や
り
方
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
事
に
な
る
。
き
ミ
こ
o
o
．
念
－
①
．
（
邦

訳
、
四
四
－
五
頁
。
）
本
稿
で
学
者
よ
り
も
政
策
ア
ナ
リ
ス
ト
の
分
析
を
重
視
し
て
い
る
の
は
、
本
稿
の
関
心
も
又
、
個
別
変
数
が
運
賃
に
与
え
る
影
響

の
測
定
そ
れ
自
体
に
は
な
く
、
む
し
ろ
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
に
お
け
る
運
賃
が
他
の
空
港
に
お
け
る
運
賃
よ
り
も
高
い
か
ど
う
か
を
知
る
事
に
あ
る

た
め
で
あ
る
。
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五
－
二
　
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
に
お
け
る
競
争
の
衰
退

　
最
後
に
、
集
中
化
の
進
展
そ
れ
自
体
が
今
後
「
競
争
の
持
続
性
」
に
及
ぼ
す
影
響
も
無
視
し
得
な
い
。
集
中
化
の
進
ん
で
い
る
空
港

で
は
、
競
争
の
衰
え
が
否
定
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
確
か
に
、
集
中
化
の
進
ん
だ
空
港
か
ら
直
通
な
い
し
一

回
着
陸
便
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
空
港
の
数
は
増
大
し
た
（
表
5
1
8
）
。
し
か
し
、
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
三
社
以
上
の
競
合
す
る

路
線
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は
「
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
、
反
対
に
、
一
社
の
独
占
し
て

　
　
　
（
1
）

い
る
路
線
の
割
合
が
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
九
八
五
一
九
二
年
）

　
　
　
　
（
2
）

（
表
5
1
1
0
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
関
心
は
基
本
的
に
規
制
緩
和
の
便
益
測
定
に
あ
る
た
め
、
彼
ら
は
こ
の
問
題
を
重
視
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
航
空
市
場
規
制
緩
和
推
進
の
立
て
役
者
の
一
人
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
E
・
カ
ー
ン
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も

な
く
、
こ
の
問
題
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
航
空
産
業
で
は
、
通
常
、
一
回
の
飛
行
に
か
か
る
費
用
が
搭
乗
客



ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面競争の帰結

表5－10路線の競争状態別に見た集中化の進んだ空港発の直通ないし一回着陸便の

　　　　割合（％）（19B5－92年）

路線／年 1985 1988 1992

独占路線 56 59 64

2社が競合している路線 25 27 25

3社以上が競合している路線 19 14 11

合計 100 1eo 100

註1：会計検査院の定義する「集中化の進んだ」空港とは、或る大都市圏域内唯一の
空港であり、且つ、60パーセント以上の乗客が一つの航空会祉によって輸送されてい
るか、85パーセント以上の乗客が二つの航空会社によって輸送されている空港であ
る。

註2：「直通便（nonstop　flight）」は一度も着陸する事なく目的地に到達する便を指
し、L回着陸便（one－stop　flight）」は目的地に向かう途中、一回だけ着陸するが、
乗換の必要はない便を指す。
註3＝バック・アソシエーツ提供データから作成。
出所：U．S．　General　Accounting　OMce，　A　irline　CompetS－tion　：Higher　Fares
and　Less　ConzPetition　Continue　at　Concentrated　A　irports　（GAO／RCED－93－171）
（Washington，　D．　C．：U．　S．　General　Accounting　O飯ce，1993），　pp．18－19に基づ
き作成。

の
多
少
に
拘
わ
ら
ず
殆
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
（
経
験
的
に
三
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
固
定

費
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
、
各
種
市
場
シ
ェ
ア
の
僅
か
な
差
が
不
釣
り
合
い
に
大
き
な

損
益
格
差
に
繋
が
る
た
め
で
あ
る
。
オ
ヘ
ア
空
港
に
お
け
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
ア

メ
リ
カ
ン
航
空
を
例
に
こ
の
点
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
オ
ヘ
ア
空
港
で
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
と
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
が
競
合
し
て
い
る
路
線
は

一
九
九
〇
年
の
段
階
で
五
三
で
あ
る
。
こ
の
五
三
の
路
線
に
関
し
て
、
一
日
の
便
数
シ

ェ
ア
、
座
席
数
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
パ
ー
セ
ン

ト
と
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
、
オ
ヘ
ア

空
港
を
起
点
と
す
る
搭
乗
客
数
比
と
そ
の
収
入
比
に
換
算
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
四

パ
ー
セ
ン
ト
と
六
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
が
上
回
る
と
い
う
結
果
に
な

る
の
で
あ
る
。
支
線
（
ス
ポ
ー
ク
）
都
市
か
ら
の
便
を
計
算
に
入
れ
て
も
、
ユ
ナ
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ッ
ド
航
空
は
依
然
と
し
て
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
ー
額
に
し
て
約
三
二
七
七
〇
〇
万
ド
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
も
の
収
入
面
で
の
優
位
を
維
持
し
て
い
る
（
表
5
1
1
1
）
。
規
制
緩
和
後
の
航
空
産

業
の
よ
う
な
超
過
利
潤
を
上
げ
る
事
が
極
度
に
難
し
い
産
業
で
は
、
カ
ー
ン
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
こ
の
差
は
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
に
と
っ
て
致
命
的
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ア

メ
リ
カ
ン
航
空
を
オ
ヘ
ア
空
港
か
ら
撤
退
さ
せ
る
に
は
十
分
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い

が
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
を
オ
ヘ
ア
空
港
に
お
け
る
恒
久
的
な
敗
者
に
追
い
や
る
に
は
十

分
な
た
め
で
あ
る
。
国
内
市
場
で
常
に
一
、
二
を
争
う
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
に
し
て
こ
の
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表5－11オヘア空港での53の国内競合路線におけるユナイテッド航空とアメリカン航空

　　　　　の実績比較（1990年）

ユナイテッド
　　航空

　　　　　　　　ユナイテッド
アメリカン　対アメリカン
　航空　　　　　の比率

操業規模 U A U／A
便数（1日） 274 241 1．14

座席数（1日） 44362 37627 1．18

乗客数と収入
1一オヘア空港を起点とする
乗客（千人） 4275 2611 1．64

収入（百万ドル） 815．3 481．エ 1．69

乗客一人当たり収入（ドル） 190．72 184．23 1．04

2．支線都市を起点とする
乗客（千人） 2871 2648 1．08

収入（百万ドル） 546．8 504 1．08

乗客一人当たり収入（ドル） 190．44 190．35 1

3．（1＋2）
乗客（千人） 7146 5259 1．36

収入（百万ドル） 1362．1 985 1．38

乗客一人当たり収入（ドル） 190．61 187．31 1．02

4，他の都市を起点とする乗客（千人） 277 179 1．55

5接続便利用客 ユ1032 9490 1．ユ6

6．全乗客（3＋4十5）（千人） 18456 14928 1．24

註1：「乗客」（接続便利用客を除く）には、片道券による空港利用客のみが数え入れられ
ている。
註2：無料チケットは、旅客収入の計算に含まれていない。
’註3：四捨五入のため、合計が正確でない場合がある。
註4＝運輸省T100データ、ボーイング・コンビ＝・一一夕・サービス0＆Dデータ、運輸省
データバンク1Aデータから作成。
出所：Alfred　E．　Kahn，“The　Competitive　Consequences　of　Hub　Dorninance＝ACase
Study，”　Review　of　lndzastrial　Organi2ation．　Vol．8（1993）．　p．　389．

状
態
で
あ
れ
ば
、
ス
ロ
ッ
ト
に
制
約
の
あ
る
オ
ヘ
ア
空

港
に
お
い
て
、
こ
れ
以
上
の
競
争
の
高
ま
り
は
あ
ま
り

期
待
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
後
、
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空
が
ス
ロ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
ー
「
九
九
〇
年
の

時
点
で
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
は
四
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
は
三
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
　
　
を
更

に
拡
大
さ
せ
搭
乗
客
シ
ェ
ア
ー
一
九
九
〇
．
年
の
時
点

で
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
メ
リ

カ
ン
航
空
が
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
　
　
を
高
め
る
よ
う
な

事
が
あ
れ
ば
、
競
争
が
よ
り
一
層
低
下
す
る
危
険
性
さ

　
　
　
　
　
　
（
6
）

え
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
大
手
航
空
会
社
同
士
の
競
争
で
も
既
に
こ
の
有
様
で

あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
競
争
の
抑
制
を
目
的

と
す
る
大
手
航
空
会
社
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
空

港
施
設
支
配
を
黙
認
し
続
け
れ
ば
、
競
争
は
よ
り
一
層

衰
退
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
一
九
九
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
復
調
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
低
運

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

賃
航
空
会
社
の
新
規
参
入
に
歯
止
め
が
か
か
る
と
し
た

26巻2号　76



ハブ空港支配に見るアメリカ航空市場規制緩和の一断面（三）競争の帰結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
、
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
主
張
と
は
裏
腹
に
、
「
政
府
介
入
の
最
小
化
」
は
必
ず
し
も
「
公
共
の
福
祉
」
の
向
上
を
も
た
ら
さ

な
い
だ
ろ
う
。
低
運
賃
航
空
会
社
の
新
規
参
入
が
も
た
ら
す
市
場
シ
ェ
ア
争
い
に
は
、
強
い
運
賃
抑
制
効
果
が
あ
る
一
事
実
、
運
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
明
ら
か
に
新
規
参
入
・
退
出
と
強
い
関
連
を
持
ち
な
が
ら
変
動
し
て
い
る
一
た
め
で
あ
る
。

　
七
五
〇
マ
イ
ル
未
満
の
路
線
は
、
と
り
わ
け
、
競
争
衰
退
の
悪
影
響
を
被
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
運
輸
省
の
調
査
が
明
ら
か
に

し
て
い
る
よ
う
に
、
七
五
〇
マ
イ
ル
未
満
の
路
線
で
は
、
低
運
賃
航
空
会
社
の
参
入
が
な
け
れ
ば
、
一
路
線
で
三
社
以
上
が
競
争
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

い
て
も
、
そ
の
路
線
の
運
賃
は
独
占
路
線
の
運
賃
と
殆
ど
変
わ
り
が
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
低
運
賃
航
空
会
社
の
参
入
が
見

ら
れ
な
い
七
五
〇
マ
イ
ル
未
満
の
路
線
で
は
、
規
制
緩
和
以
降
、
平
均
運
賃
の
絶
対
的
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
約
二
三
パ
ー

　
（
1
1
）

セ
ン
ト
）
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
集
中
化
の
進
行
し
た
、
あ
る
い
は
、
参
入
障
壁
の
高
い
ハ
ブ
空
港
を
利
用
す
る
消
費
者
が
規
制
緩
和
の
恩
恵
を

享
受
し
て
い
る
事
は
確
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
輩
み
に
倣
っ
て
、
こ
の
恩
恵
は
規
制
緩
和
の
費
用
を

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

償
っ
て
あ
ま
り
あ
る
、
と
ま
で
断
定
す
る
事
は
や
は
り
難
し
い
。
む
し
ろ
、
規
制
緩
和
の
恩
恵
は
新
た
な
】
群
の
問
題
と
引
き
替
え
に

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

購
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
大
手
航
空
会
社
に
よ
る
ス
ロ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ト
の
支
配
な
ど
の
た
め

に
競
争
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
］
○
ば
か
り
の
空
港
だ
け
で
も
、
そ
の
利
用
者
は
年
間
旅
客
総
数
の
実
に
二
ニ
パ
巨
象
ン
ト
に
上
る
（
一

　
　
（
1
3
）

九
九
五
年
）
と
い
う
現
実
に
鑑
み
れ
ば
、
ハ
ブ
空
港
支
配
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
て
い
る
運
賃
の
高
騰
や
競
争
の
衰
退
を
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

と
見
な
さ
な
い
モ
リ
ソ
ン
ら
の
判
断
に
は
疑
問
が
残
る
。
表
5
1
1
2
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
競
争
の
効
果
、
と
り
わ
け
低
運
賃
を
武
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

と
す
る
航
空
会
社
の
新
規
参
入
が
も
た
ら
す
効
果
は
絶
大
で
あ
る
事
を
考
え
れ
ば
、
又
、
低
運
賃
航
空
会
社
の
参
入
し
て
い
る
路
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
＞

利
用
客
は
未
だ
全
体
の
四
割
に
も
満
た
な
い
と
い
う
現
実
に
鑑
み
れ
ば
、
尚
更
で
あ
る
。
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表5－12低運賃航空会社の参入がもたらす価格規律の例（1997年第4四半期）

路線
　距離　　　搭乗客
（マイル）（人／日）

　　　　　　　　5パーセント以上の
平均片道運市場シェアを有する
賃（ドル）航空会社

アトランターグリーンズボロ 306 325 224 デルタ91％
アトランターモービル 302 290 110 デルタ81％、エアート

ラン18％
シカゴーシンシナティ 264 618 259 アメリカン5％、デル

タ59％、ユナイテッド
340／o

シカゴールイビル 271 904 72 エアー。ウィスコンシ
ン12％、サウスウエス
ト70％、ユナイテッド
120／o

デンバーーデ・モイン 590 106 255 ユナイテッド92％
デンバーーカンザス・シティ 532 979 104 ユナイテッド60％、

ヴァンガード29％
デトuイトーフィラデルフィア　453 705 226 ノースウエスト58％、

USエア38％
デトロイトーセントルイス 440 982 81 ノースウエスト41％．

サウスウエスト33％、
TWA240／．

ヒューストンーメンフィス 485 173 206 ノースウエスト43％、
コンチネンタル・エク
スプレス38％

ヒューストンーラボック 472 400 86 コンチネンタル33％、
サウスウエスト62％

出所：U．S．　Department　Qf　Transportation，　Competition　in　theσ．　S．1）omestic
Airline　Jndust7　y　：　The　Need　for　a　Policy　to　Prevent　Unfair　Practices　（Washingtan，
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註（
1
）
　
因
み
に
、
運
輸
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
独
占
路
線
で
は
競
争
的

　
な
路
線
に
比
べ
て
割
引
運
賃
が
運
賃
全
体
に
占
め
る
比
率
が
低

　
　
い
。
そ
れ
も
手
伝
い
、
独
占
路
線
の
運
賃
は
競
争
的
な
路
線
の
そ

　
れ
に
比
べ
て
平
均
し
て
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
高
い
（
一
九
八
八

　
年
）
。
尚
、
有
償
旅
客
マ
イ
ル
で
見
た
場
合
、
独
占
路
線
が
航
空

　
市
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は
］
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
（
一
九

　
八
八
年
）
。
d
■
ω
■
U
8
9
。
訴
ヨ
。
葺
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剛
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鑓
昌
ω
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虐
p
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〇
P
愚
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謹
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o
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ω
q
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鋤
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五
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一
の
註
7
γ

　
℃
マ
Q
。
1
♪
H
卜
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・

（
2
）
q
ω
．
O
①
器
鎚
一
》
0
8
ロ
巳
話
○
塗
。
ρ
魯
ミ
（
O
》
O
＼

　
刃
○
国
∪
－
O
G
。
山
雨
）
（
五
－
一
の
註
1
0
）
鴇
O
O
」
。
。
あ
■
こ
う
し
た
傾

　
向
は
、
実
は
、
航
空
産
業
全
体
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、

　
　
二
尊
以
上
の
競
合
す
る
路
線
数
は
、
一
九
九
二
年
の
一
二
四
九

　
五
を
最
高
に
減
少
し
続
け
、
一
九
九
七
年
に
は
八
九
八
五
に
ま

　
　
で
減
っ
て
い
る
（
約
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
。
d
■
ψ
U
8
軍
学

　
旨
①
鼻
。
眺
日
鎚
拐
℃
o
目
8
菖
。
昌
堵
愚
ト
鋒
鳶
。
ミ
愚
ミ
ミ
。
§
ミ
ミ
Q

　
　
q
⑦
b
o
§
塞
職
q
昌
ミ
ミ
鳴
ミ
§
⑭
蛛
豊
（
四
－
二
の
註
1
8
）
一
〇
．

　
。
。
■
旅
客
数
を
見
て
も
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
問

　
　
に
、
二
社
の
競
合
す
る
複
占
路
線
の
利
用
客
が
全
体
に
占
め
る
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割
合
は
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
増
大
し
た
も
の
の
、
三
社
以
上
の
競
合
す
る
競
争
的
路
線
の
利
用
客
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は

三
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
減
少
し
、
独
占
路
線
の
利
用
客
の
そ
れ
は
↓
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
て
い
る
。

日
雷
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O
o
誹
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δ
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Φ
ω
舞
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o
げ
じ
u
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胃
負
愚
誌
鐘
（
H
8
㊤
）
】
O
ぴ
曽
讐
興
ρ
戸
b
。
．

　
又
、
ボ
レ
ン
ス
タ
イ
ン
と
ロ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
市
場
の
集
中
度
を
表
す
指
標
の
一
つ
で
あ
る
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
は
、
一
九
八
六
年
に
最
低
の
○
・

四
五
二
　
　
］
路
線
に
同
規
模
の
競
争
者
が
二
・
二
一
参
期
し
て
い
る
状
態
と
解
釈
で
き
る
一
を
示
し
て
以
来
、
上
昇
し
続
け
、
一
九
九
五
年
に
は
○
・

五
三
三
　
　
一
路
線
に
同
規
模
の
競
争
者
が
一
・
八
八
参
入
し
て
い
る
状
態
－
に
な
っ
て
い
る
。
ω
Φ
＜
2
冒
o
d
o
お
つ
馨
Φ
貯
窪
α
Z
㊤
二
身
炉
幻
。
ω
ρ

．
．
〉
三
言
Φ
∪
2
①
ひ
q
巳
”
口
8
．
、
冒
℃
卑
興
Z
Φ
≦
ヨ
き
（
巴
シ
暴
鳴
〉
⑤
ミ
寒
耐
§
器
b
凡
ミ
§
目
安
ミ
肉
q
§
o
§
§
§
駄
ミ
Q
卜
二
士
く
9
H
（
い
。
巳
。
『

H
≦
鋤
。
ヨ
竃
曽
P
H
8
Q
。
）
糟
冒
」
H
冒

　
ソ
ロ
モ
ン
・
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ
ー
の
調
査
で
も
、
同
様
に
、
空
港
レ
ベ
ル
で
の
非
常
に
高
い
集
中
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
航
空

会
社
の
全
国
的
な
市
場
シ
ェ
ア
を
用
い
て
分
析
し
た
場
合
、
一
九
七
八
年
に
は
○
・
○
八
七
四
　
　
同
規
模
の
競
争
者
が
一
］
・
四
参
親
し
て
い
る
状
態

1
で
あ
っ
た
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
は
、
最
悪
の
一
九
九
二
年
で
も
〇
二
二
四
六
　
　
同
規
模
の
競
争
者
が
八
参
上
し
て
い
る
状
態
一
に
止
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
司
法
省
の
基
準
に
従
え
ば
、
や
や
集
中
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
状
態
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
航
空
会
社
間
の
競
争
は
、
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
空
港
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
国
的
な
市
場
シ
ェ
ア
に
基
づ
く
ハ
ー
フ
イ
ン
ダ
ー
ル
指
数

は
、
こ
の
空
港
レ
ベ
ル
で
生
じ
て
い
る
航
空
会
社
間
の
競
争
構
造
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
空
港
に
お
け
る
市
場
シ
ェ
ア
を
用
い
て
計
算
し
直

し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内
上
位
五
〇
空
港
に
お
け
る
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
の
加
重
平
均
は
、
］
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
○
年
に
か
け
て
の
頃
、

既
に
、
司
法
省
の
基
準
に
従
え
ば
高
度
に
集
中
化
が
進
ん
で
い
る
と
判
断
さ
れ
る
○
・
二
二
一
一
空
港
に
同
規
模
の
競
争
者
が
四
・
五
参
入
し
て
い
る

状
態
　
　
の
水
準
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
↓
九
九
二
年
に
は
最
悪
の
○
・
四
〇
〇
七
i
】
空
港
に
同
規
模
の
競
争
者
が
二
・
五
参
験
し
て
い
る
状

態
　
　
を
示
し
、
そ
の
傾
向
は
一
九
九
七
年
に
至
る
ま
で
持
続
し
て
い
る
事
が
分
か
る
。
内
訳
を
見
て
も
、
五
〇
空
港
中
、
三
三
空
港
で
高
度
な
集
中
化

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
旨
巳
貯
ω
男
装
α
⊆
口
ω
国
巳
ω
巴
O
o
『
F
冨
ミ
§
Q
O
o
愚
鴨
ミ
ご
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笥
O
卜
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気
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帖
愚
。
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1
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尉
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Z
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芝

団
。
「
屏
…
ω
巴
。
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ω
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律
『
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p
Φ
ざ
目
8
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。
）
噛
O
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尚
、
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
と
は
、
市
場
シ
ェ
ア
の
自
乗
和
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
、
多
数
の
小
規
模
企
業
が
競
争
し
て
い
る
場
合
に
は
○
に

　
近
づ
き
、
独
占
の
場
合
は
一
と
な
る
　
　
例
え
ば
、
同
規
模
の
会
社
が
一
〇
社
競
争
し
て
い
れ
ば
、
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
は
、
P
一
×
O
μ
×
H
O
1
1
0
．

　
　
一
。
同
規
模
の
会
社
が
岩
相
競
争
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
、
O
．
O
一
×
O
．
O
一
×
一
〇
〇
1
1
P
O
H
。
こ
の
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
の
逆
数
は
、
同
規
模
の
競
争
者
の

　
数
を
示
し
て
お
り
、
市
場
シ
ェ
ア
・
デ
ー
タ
に
見
ら
れ
る
の
に
近
い
競
争
度
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
　
産
業
全
体
で
の
有
効
競
争
者
数
が
減
っ
て
い
て
も
路
線
レ
ベ
ル
で
は
逆
に
そ
れ
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事
実
認
識
が
、
彼
ら
に
こ
の
問
題
を
軽
視
さ

　
　
せ
る
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
竃
。
鼠
ω
8
卿
芝
冒
ω
8
P
尽
．
q
帖
墜
（
三
－
二
の
註
4
と
O
罰
。
。
－
二
（
固
σ
q
霞
o
N
山
騨
卜
。
－
卜
。
Y
　
（
邦

　
訳
、
九
－
一
一
頁
。
）
し
か
し
、
そ
の
路
線
レ
ベ
ル
で
の
競
争
が
、
一
九
八
六
年
以
降
、
明
ら
か
に
減
退
傾
向
を
示
し
て
い
る
事
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ

　
　
う
。

（
4
）
　
座
席
シ
ェ
ア
の
多
さ
に
伴
う
費
用
を
割
り
引
い
て
も
、
恐
ら
く
二
階
ド
ル
は
残
る
だ
ろ
う
。
内
9
・
げ
戸
。
や
。
搾
（
四
一
二
の
註
2
5
ど
℃
」
8
（
コ
。
け
Φ
嵩
）
■

（
5
）
國
工
員
○
℃
』
坤
計
℃
や
ω
。
。
。
。
－
P
9
。
り
9
他
の
都
市
や
国
を
起
点
と
す
る
接
続
搭
乗
客
は
、
こ
こ
で
の
総
収
入
計
算
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

　
　
は
、
カ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
両
社
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
路
線
以
外
の
結
果
に
ま
で
比
較
の
対
象
を
広
げ
る
と
、
路
線
構
成
の
違
い
が
比
較
を
無
意

　
味
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
守
一
自
．
》
P
お
ω
（
臣
0
9
窃
）
．
尚
、
支
配
的
航
空
会
社
の
こ
う
し
た
優
位
性
は
、
オ
ヘ
ア
空
港
だ
け

　
　
で
生
じ
て
い
る
特
殊
な
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
普
遍
的
に
観
察
さ
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
O
h
．
覧
玄
匹
こ
℃
P
ω
。
。
O
占
一
．

（
6
）
　
閑
p
げ
員
o
P
q
r
O
O
■
ω
㊤
9
心
8
－
一
■

（
7
）
　
近
年
、
航
空
会
社
の
新
規
参
入
は
増
大
傾
向
に
転
じ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
航
空
会
社
数
は
一
五
の
純
増
を
記
録
し
て
い
る
。
尚
、

　
　
こ
こ
で
計
算
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
七
〇
以
上
の
座
席
を
有
す
る
航
空
機
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
航
空
会
社
の
み
で
あ
る
。
↓
錘
コ
ω
・

　
O
o
耳
鉾
凶
。
づ
菊
①
。
。
①
母
9
じ
d
o
p
D
頃
負
愚
・
竃
卜
（
H
㊤
り
㊤
）
－
O
げ
蝉
讐
①
同
ド
P
H
。
。
．

（
8
）
　
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
「
公
共
の
福
祉
の
向
上
は
、
航
空
輸
送
市
場
へ
の
政
府
介
入
を
最
小
化
す
る
事
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と

　
　
い
う
考
え
方
は
、
今
ま
で
の
事
実
と
将
来
に
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
実
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
竃
。
鼠
ω
o
コ
俸
芝
冒
ω
8
P
息
．
q
帖
貸
P

　
　
H
①
ω
．
（
邦
訳
、
］
七
三
頁
。
）
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（
9
）
q
ω
．
∪
8
費
§
Φ
暮
。
出
↓
吋
弩
紹
○
降
註
。
P
愚
．
ミ
（
、
民
田
較
量
8
巨
＜
Φ
Q
。
g
日
自
己
巳
導
暑
．
㎝
口
。
。
幽
Ω
こ
冠
Φ
β
愚
。
ミ
（
℃
ミ
軌
鑓
一

　
　
く
。
ピ
B
Φ
H
）
（
五
－
一
の
註
7
と
O
O
」
㎝
H
－
。
。
8

（
1
0
）
　
q
ψ
∪
Φ
℃
胃
け
ヨ
①
昌
。
｛
日
切
9
。
口
磐
。
詳
鋤
二
〇
鼻
愚
。
ら
回
診
。
ミ
愚
鳴
ミ
ざ
謡
§
ミ
鴨
q
堕
b
o
ミ
禽
職
ら
ト
㌣
鳶
詰
鴨
ミ
翫
蕊
、
ミ
O
P
心
配
．

（
1
1
）
比
較
対
象
運
賃
は
↓
九
七
九
年
と
一
九
九
七
年
の
も
の
で
あ
り
、
比
較
に
際
し
て
は
勿
論
イ
ン
フ
レ
を
調
整
し
て
い
る
。
d
．
ω
■
U
8
9
。
詳
B
①
艮
　
o
剛

　
　
↓
轟
匿
℃
o
詳
鋤
鼠
o
P
愚
ト
鋒
容
。
§
ミ
ミ
。
謎
§
濯
ぎ
q
堕
b
o
§
鴨
⑭
§
匿
㌣
N
ミ
鴨
ミ
亀
婁
W
移
植
P
卜
。
■

（
1
2
）
確
か
に
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
も
、
「
航
空
会
社
が
競
争
を
抑
制
し
よ
う
と
種
々
の
戦
略
を
利
用
し
て
い
る
事
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
」
事
を
認

　
　
め
て
い
る
し
、
ス
ロ
ッ
ト
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
空
港
で
は
競
争
が
有
効
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
寓
。
震
δ
o
誉
俸

　
　
≦
貯
ω
8
P
愚
’
ミ
．
冒
℃
℃
．
。
。
卜
。
】
一
ω
ω
．
（
邦
訳
、
七
四
、
】
四
〇
頁
。
）
だ
が
、
彼
ら
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
規
制
緩
和
の
便
益
は
そ
の
費
用
を
償
っ
て
あ
ま
り

　
　
あ
る
。
そ
の
数
字
を
楯
に
、
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。
「
航
空
産
業
に
対
す
る
公
共
政
策
が
建
設
的
と
な
り

　
　
得
る
の
は
、
概
ね
、
そ
れ
が
産
業
の
発
展
を
促
進
さ
せ
、
又
、
適
切
に
微
調
整
す
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
験
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、

　
　
こ
の
産
業
は
当
初
よ
り
連
邦
政
府
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
非
介
入
の
姿
勢
を
貫
く
方
が
政
府
に
と
っ
て
は
得
策
だ
、
と
い
う
事
で
あ

　
　
る
。
実
際
、
我
々
は
再
規
制
、
新
し
い
規
制
、
あ
る
い
は
よ
り
積
極
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
を
正
当
化
す
る
証
拠
を
何
↓
つ
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
」
奪
ミ
こ

　
　
署
．
嵩
㊤
ふ
P
（
邦
訳
、
．
一
七
〇
頁
。
）

（
1
3
）
　
d
．
G
Q
．
○
魯
興
巴
＞
8
0
巨
ロ
コ
α
q
O
塗
o
ρ
愚
曜
ミ
■
（
O
諺
○
＼
菊
O
国
∪
と
刈
－
心
）
（
三
一
一
の
註
2
と
O
」
b
。
■
因
み
に
、
こ
れ
ら
の
空
港
は
東
部
と
北
中
西

　
　
部
に
集
中
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
O
勢
O
Φ
o
預
Φ
芝
≡
貯
睡
ρ
寒
鴨
多
量
、
ミ
鳴
ミ
駄
婁
牒
建
賢
島
駄
妹
書
§
笥
ミ
ミ
b
鴨
謹
ミ
ミ
職
。
§
幻
Φ
≦
ω
Φ
匹
国
芝
刈
。
昌
（
芝
穿
ω
ぼ
お
目
〉
く
Φ
げ
貫
く

　
》
≦
鉾
δ
P
H
O
逡
）
矯
O
．
＄
’
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
の
問
題
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
、
「
遅
延
の
増
加
」
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
U
Φ
日
O
ω
①
《

　
　
俸
O
o
Φ
国
使
．
ミ
．
（
一
の
註
1
4
）
一
〇
℃
．
謡
①
－
メ
N
謡
ム
．
（
邦
訳
、
二
五
六
－
九
、
二
七
二
一
六
頁
。
）
だ
が
、
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
は
規
制
緩
和

　
　
の
費
用
便
益
を
計
算
す
る
際
、
こ
の
要
因
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
「
統
計
的
に
有
意
で
な
い
」
と
い
う
の
が
そ
の
・
王
な
理
由
で
あ
る
。
寓
〇
三
ω
o
コ
卿

　
芝
ぎ
ω
8
P
愚
．
ミ
こ
P
α
O
（
｛
o
o
B
o
8
一
9
．
（
邦
訳
、
八
三
頁
。
）
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
、
信
頼
の
置
け
る
デ
ー
タ
が
未
だ
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
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い
と
い
う
事
情
も
無
視
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
残
念
な
事
だ
が
、
確
か
に
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
ま
だ
長
期
的
継
続
的
な
一
貫
性
の
あ
る
デ
ー
タ
が
構
築

　
　
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
、
現
在
利
用
し
得
る
の
は
、
運
輸
省
が
一
九
八
七
年
よ
り
毎
月
作
成
し
て
い
る
『
航
空
旅
行
消
費
者
白
書
国
王
ぎ
器
、
O
§
－

　
　
。
。
ミ
ミ
ミ
肉
愚
。
ミ
』
と
、
連
邦
航
空
局
が
一
九
九
五
年
に
作
成
し
た
『
航
空
機
遅
延
の
総
費
用
§
ミ
G
◎
曇
霞
鳩
卜
騨
9
ミ
ミ
b
鳴
§
』
く
ら
い
の
よ

　
　
う
だ
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
遅
延
の
数
そ
れ
自
体
は
、
集
中
化
の
進
ん
だ
ハ
ブ
空
港
と
そ
れ
以
外
の
集
中
化
の
進
ん

　
　
で
い
な
い
空
港
と
の
間
に
大
き
な
差
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
規
制
緩
和
の
費
用
便
益
計
算
か
ら
こ
の
要
因
を
排
除

　
　
す
る
と
い
う
モ
リ
ソ
ン
と
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
の
選
択
が
正
当
化
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
連
邦
航
空
局
作
成
の
デ
ー
タ
が
明
確
に
示
し
て

　
　
い
る
の
は
、
遅
延
に
よ
っ
て
消
費
者
の
被
る
費
用
は
年
々
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
（
中
で
も
と
り
わ
け
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
遅
延
に
よ
っ
て
被
る
費
用
が
大
き

　
　
い
は
ず
で
あ
る
）
、
と
い
う
事
実
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
連
邦
航
空
局
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
四
年
に
消
費
者
が
負
担
し
た
遅
延

　
費
用
は
七
〇
民
心
四
〇
〇
万
ド
ル
に
上
る
。
こ
の
推
計
が
正
し
い
と
し
た
ら
、
運
賃
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
モ
リ
ソ
ン
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
．

　
　
コ
ニ
雨
宿
ド
ル
」
は
、
そ
の
半
分
以
上
が
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
事
に
な
る
。
尤
も
、
こ
の
数
字
は
、
旅
客
時
間
価
値
を
｝
時
間
四
四
ド
ル
と
し
て
計
算

　
　
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
過
大
評
価
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
だ
が
。
国
Φ
α
9
巴
〉
＜
冨
口
8
＞
鮎
3
貯
一
ω
q
p
。
鉱
o
P
§
ミ
O
o
。
・
味
五
九
冨
帖
、
9
憤
識
ミ

　
b
鳴
§
誉
鳩
ミ
帖
寄
目
お
N
魂
N
山
逡
職
（
》
剛
O
山
ω
e
（
芝
p
ω
ぼ
昌
ひ
q
8
P
P
O
…
閃
巴
霞
巴
》
〈
冨
江
。
目
〉
α
ヨ
ー
コ
δ
㌶
鉾
凶
o
P
お
8
Y

（
1
5
）
　
と
り
わ
け
、
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
の
影
響
力
は
大
き
い
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
運
輸
省
が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
低
運
賃
航
空
会
社
全
体
に
よ
る
旅
客
輸

　
送
の
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
一
社
で
担
う
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
新
た
に
参
入
し
た
一
六
〇
の
市
場
（
一

　
　
五
〇
マ
イ
ル
以
下
の
短
距
離
路
線
）
に
お
い
て
、
年
間
旅
客
輸
送
量
を
一
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
大
さ
せ
、
イ
ン
フ
レ
調
整
後
の
平
均
実
収
運
賃
を
五
四

　
　
パ
ー
セ
ン
ト
も
低
下
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
鑓
昌
紹
。
「
富
江
。
⇔
因
¢
ω
①
費
。
げ
b
d
o
霞
P
魯
愚
蹄
（
H
O
㊤
婁
O
ぴ
餌
忍
石
ド
P
H
◎
o
戸
O
げ
昌
け
9
b
。
－
P
刈
．

　
　
尚
、
運
輸
省
の
定
義
す
る
低
運
賃
航
空
会
社
は
、
具
体
的
に
は
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
、
エ
ア
ー
・
サ
ウ
ス
、
ヴ
ァ
リ
ュ
ジ
ェ
ッ
ト
、
ウ
エ
ス
タ
ン
・
パ
シ
フ

　
　
ィ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ト
ラ
ン
ス
エ
ア
、
リ
ノ
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
、
キ
ウ
ィ
、
モ
リ
ス
、
タ
ワ
ー
、

　
　
プ
ロ
・
エ
ア
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ
の
他
の
小
航
空
会
社
は
低
運
賃
航
空
会
社
の
範
躊
に
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。

（
1
6
）
　
q
ω
．
0
8
霞
け
ヨ
Φ
鼻
。
｛
日
多
多
O
o
同
8
鉱
o
P
愚
．
q
鉢
鳶
。
愚
ミ
ミ
。
謡
き
ミ
鴨
q
g
b
o
§
騎
職
ら
謎
蔑
ミ
§
鳴
ミ
職
器
妹
君
｝
℃
■
Q
。
’
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